
地

球

肋報
せ
義
春
凝
三
親
昭
和
六
空

音

毎
望
紀
和
泉
砂
岩
の
偲
看

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
(新
柄
)に

関
す
る
考
察

(
同
版
二
､
柿
間
十
人
)

郡

場

寛

三

木

茂

〟
.
序
言
-
二
､
捉
衆
の
文
献

-
三
'
形
態
-
四
'
分
数

-
五
'
系
統
-
六
t
分
布
と
生
態
-
七
､
ア
マ
モ
科
の

分
布
-
八
'
摘
要
1
九
､
文
献
･-
∵
○
'
聞
版
の
説
明

7
p
序

言

和
泉
砂
岩
暦
は
和
泉
紀
伊
の
界
か
ら
淡
路
の
南
岸
'
阿
波
p
蔵
蚊
の
閣
境
を
越
え

て稿
は
酉

へ
伸
び
て
屠
る
上
部

白
空
瓶
セ
ノ
ニ
ア
ン
世
の
地
暦
で
あ
る
が
'
此
の
中
に
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
､
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
其
他
の
示
準
只
櫓
化
石

と
典
に
フ
ユ
ー
コ
イ
ド
(
荘
状
植
物
の
意
)
と
呼
ば
れ
て
屠
る
植
物
の
化
石
が
あ
る
問
､
四
閥
の
楽
部

(
祈
野
及
蚊
韮

町
)
で
は
通
常
之
を
シ
ヨ
鼻

ブ
イ
シ
､
其
他
の
地
方
で
は
ァ
ヤ
メ
イ
シ
又
は
オ
屯
ト
イ
シ
と
呼
ん
で
ゐ
る
｡
叉
泉
南

地
方
で
は
正
成
の
槍
石
と
呼
ぶ
ruう
で
あ
る
(
加
藤
故
之
助
氏
談
)

｡
郡
場
は
大
正
九
年
阿
波
開
放
野
郡
か
ら
京
大
地

白
粥紀
和
就
赫
山村
の
化
ポ

コ
ダ
イ
ア

マ
モ
(
新
描
)
に
関
す
る
考
娯

ニ

ハ
瓦



地

球

妨
十

.<
懲

聖

二
故

亮

.ll

質
饗
故
雀
tこ
到
額
し
わ
標
本

(
榊
版
関
節
11
岡
)
(
聞
版
の
旧
の
番
故
は
許
川
数
字
で
淡
は
し
た
)
を
小
川
教
授
に
政

へ
ら
れ
て
初
め
て
之
を
見
た
｡
又
三
木
は
妊
頃
粘
稚
拙
花
継
物
の
形
態
構
f.｡J
分
加
な
ど
を
訓

ペ
て
依
る
の
で
郡
場
も

似
々
共
の
公
物
や
第
%
'榊
な
ど
む
見
る
磯
{
=が
あ
っ
た
｡
そ
し
て
昨
年
五
〃
小
川
救
援
迎
肺
蹴
怨
6

=

の
あ
っ
た
折
'

郡
坊
は
丁
些

こ
高
の
汀
肘
教
授
と
:i;
を
同
じ
う
L
t
談
偶
々
円
閥
の
地
LEl
に
及
び
火
打
:捕
石
に
も
及
ん
だ
'
そ
し
て

細
見
砂
山打
は
毎
生
で
あ
る
こ
と
と
t
も
聞

い
た
｡
此
の
加
と
三
木
の
滋
芋
類
と
が
聯
惣
せ
ら
れ
'
;=日清
石
と
現
代
の
海

草
類
と

の
間
に
何
等
か
の
的
係
が
あ
-
は
し
な

い
か
と
云
ふ
暗
示
を
柑
ね
｡

そ
し
て
江
原
敢
授
が
此
の
フ
ユー

コ
イ

ド
の
控
本
や
岩

泉
と
も
持
っ
て
揺
ら
る
J
こ
と
と
捌

い
た
の
で
'
其
の
後
川
教
授
を
諏
川
し
稚
々
見
せ
て
も
ら

以
'

;),' -- LIi'J

コ.り 14イアマモh l151)

殊
に
第

.J
間
の
製
炭
か
.克

て
益
々
巾

代
の
海
非
ら
し

い
と
一
ム

ふ
跨
>
･似
め

た
-

こ
､し
て
三
木
は
郷
世
が
阿
誤
山

脈
に
並
い
の
で
昨
克
郎
郷
の
析
此
の

秒
岩
の
あ
る
諦
地
方
を
.探
索
し
'
不

材
を

切
･Lh
出
し
て
屠
る
所
で
新
た
な

化
不
を
堆
め
'
又
jiJ関
に
准
雑
用
叔

せ
ら
れ
て
居
る
ア
ヤ
メ
'<
の
所
在
と

も
調
べ
た
｡
端
の
後
抑
揚
も
.二
木
も

史
に
該
砂
山か
の
あ
る
渚
地
方
に
履
々



赴

い
て
化
.{
の
蒐
弘
観
察
堀
船
計
･,な
し
次
第
に
肺
光
を
悲
>:
LJ
結
果
J
終
に
基
は
上
部
日
豊
配
の
侮
革
で
あ
っ
て
ア

マ
モ
厩
や
エ

ビ
ア
マ
モ
属
.り
租
先
と
且
倣
す
べ

qJ79
の
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
と
在
っ
た
｡
そ
し
て
=
滋

は
未
だ
学
界
に

ア
モヾ

知
ら
れ
て
唐
を

5,
の
で
之
に

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
車
代
海

草

(
A
rchaeozostera)
の
名
を
輿

へ
る
こ
と
に
し
た
｡
且

C
一

標
本
h
l数
多
-
見
る
に
綻
び
共
に
は
種
々
な
形
が
あ
る
の
で
其
種
板
を
79
慣
別
し
､
荷
は
其
系
統
､
分
布
'
鎮
静
ま

で
考

へ
及
ぼ
す
轟
が
出
来
る
様
に
な
っ
た
.
今

其
の
該
嬰
を
蓑
に
報
骨
し
た

い
と
り3ふ
の
で
あ
る
｡

本
籍
を
革
す
る
は
曹
-
､
此
研
究
に
濫
晦
を
典

へ
ら
れ
た
小
川
数
授
'
叉
之
に
具
機
的
な
機
骨
を
作
ら
且
つ
田
岡

の
地
質
に
就
き
数
示
せ
ら
れ
た
江
原
教
授
'
叉
地
質
化
石

i
般
及
び
其
文
献
に
就
き
数
示
せ
ら
れ
叉
顕
微
鏡
切
片
作

成
の
便
宜
教
典

へ
ら
れ
ね
中
村
教
授
､
文
献
を
貸
輿
せ
ら
れ
た
水
産
講
習
朝
岡
柑
所
長
'
化
石
見
聾
及
び
文
献
の
閥

曙
に
就
き
種
々
便
宜
を
典

へ
ら
れ
ね
徳
島
市
森
敬
介
氏
'
樟
和
m
中
撃
の
加
藤
長
之
助
'
山
本
信

.i
両
氏
､
高
松
師

範
の
坂
Hl
励
氏
及
び
化
石
の
税
容
に
健
宜
を
典

へ
ら
れ
た
徳
島
膳
板
野
郡
於
島
村
'
御
所
村
､

l
候
町
の
舗
役
場
'

化
石
紅
寄
贈
さ
れ
た
御
所
村
役
場
､
折
野
小
堺
稜
等
其
他
所
減
の
化
石
を
不
さ
れ
カ
泉
阿
讃
諸
地
方
の
方
々
に
封
し

茄

に厚
-
感
謝
の
意
を
衷
す
る
の
で
あ
る
｡

二
､
従

来

の

文

献

ア
ヤ
メ
石
は
和
泉
砂
岩
か
ら
成
る
山
地
横
谷
の
崩
壊
に
督
-
自
然
に
も
露
出
L
t
叉
石
材
の
採
掘
に
際
し
て
も
屡

々
現
ば
れ
て
氷
る
､
従
っ
て
此
砂
岩
地
方
の
従
来
の
盛
在
所
で
は
早
-
か
ら
人
目
に
梱
れ
て
屠
ね
様
で
あ
る
｡
例

へ

ば
阿
暦
山
脈
の
大
麻
山
は
千
百
飴
年
絹
弘
法
大
師
の
開
場
し
た
四
囲
八
十
八
ヶ
所
齢

.i
番
嘉
川
寺
の
近
-
ほ
在
る
の

日

照

紀

抑

･=
<
砂

･:
わ

の
化
れ

コ
ダ
イ
ア

マ
モ
(
新
榊
)
に
捌
す

る
考
察

二
日七

三



地

球

第
十
五
懸

第
三
髄

二
ハ

八

四

で
p
山
の
西
南
を
廻
る
道
路
は
菅
か
ら
此
の
石
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
､

此
印
痕
紅
塵
す
る
所
を
苫
涌
谷
と
呼
ん
で

屠
る
｡
叉
岸
和
川
城

(
正
膿
年
間
即
ち
凡
六
.Lr
四
十
年
前
和
田
高
家
築
城
天
正
十
年
即
距
今
三
田
川
十
八
年
前
中
村

〟..
氏
修
築
)
の
石
垣
に
も
此
印
痕
の
着
い
て
る
石
が
あ
る
｡
此
等
の
都
か
ら
見
る
と
少
-
7?
故
習
年
前
か
ち
既
は
比

意
せ
ら
れ
､
叉
珍
石
と
し
て
民
間
に
新
城
せ
ら
れ
､
或
は
庭
石
と
し
て
観
賞
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
然
し
文
献
は

現
れ
た
の
は
制
令
に
遅

い
?
秋
旦
離
島
者
､
東
海
道
名
所
閲
曾
(
蒐
政
九
年
､
軍

二
十
四
年
前
)怨
之
二
､
両
m
不
審

(
悪
戯
水
内
兼
随
)
の
頃
に

｢
山
臥
渡
口
の
村
中
は
水
内
小
繋
と
て
家
久

し
き
村
翁
あ
旦
Tq
々
｣
の
記
事
が
あ
っ
て
共

闘
解
に

｢
山
田
石
亭
翁
は
古
今
の
名
石
家
に
し
て
奇
石
怪
石
数
晶
を
減

へ
都
三

1千
飴
種
あ
-
FJ
J
に
は
其
千
の
二

三
を
固
す
る
の
み

｣

と
あ
っ
tyJ
基
園
の

7
つ
に
此
ア
ヤ
メ
石
の
拓
銀
が
あ
-
傍
は
讃
州
産
燕
子
花
石
と
青

い
で
あ
る

叉
阿
波
の
人
元
木
庶
州
遺
稿
燈
下
城

(
文
化
九
年
凡
百
二
十
年
前
寄
木
p
森
敬
介
氏
戚
)
港
之

一
に

｢
板
野
郡
泉
谷

耶
い甜
棟
桁
｣
と
題
し
て

｢
石
質
砂
の
F.U
と

き
淡
夜
色
は
織
さ
び
色
恐
ね
は
藍
色
ほ
て
あ
や
め
の
葉
の
ご
と
-
も
ぢ
れ

た
る
韓
有
､
大
な
る
は
三
八
斗
小
在
る
79
の
五
寸
､

一
尺
に
付
た
る
は
少
し
柿
に
は
花
の
形
有
も
の
あ
予
｣
と
記
し

其
の
男
性
間
h
.79
載
せ
で
あ
る
｡
荷
は
泉
谷
の
ア
ヤ
メ
石
に
就

い
て
は
萩
野
郡
於
島
村
誌

(
大
正
十
三
年
編
纂
)
節

十
凹
編
那
第

二
埠
名
木
及
奇
石
の
内
､
苔
滑
石
の
境
に

｢
奇
石
と
栴
す
る
は
嵩
浦
石
は
七
大
な
る
は
三
八
ば
か
-
小

な
る
は
五
寸
ば
か
-
'
ま
れ
に
花
の
つ
PJた
る
79
の
あ
-
｡
西
崎
遷
務
菖
蒲
石
の
託
あ
-
.

｢
泉
谷
鹿

一
奇
石
其
貿

堅
牢
離
碧
有
薫
紋
宛
如
苫
蒲
旦
玄
々
｣
(
此
文
は
遷
潜
氏
息
謙
太
郎
氏
の
談
に
由
れ
ば
明
治
二
十
年
頃
の
作
で
あ
る
)
0

於
島
村
卓
長
谷
は
清
水
ア
ヤ
メ
イ
シ
HTif,産
す
る
を
以
て
郷
士
の
誰
と
な
し
､
之
に
囲
ん
だ
名
栴
h
=)附
し
た
も
の
も
少

アヤ
ノ

｢ヤ
ノ

-
互
い
｡
例

へ
ば
同
村
出
身
の
鼎
撲
収
に
は

沓

石

が
あ
-
叉
同
相
恨
造
の
銘
酒
に
は

谷

晋

の

名
む
冠
し
て
屠
る
和
漢



三
才
固
骨

や
前
記
木
内
基
暁
氏
の
曇
旭
志
に
は
ア
ヤ
メ
イ

ン
は
胸
す
る
北
都
が
な

い
｡

地
貿
撃
の
文
献
で
は
頂
m
氏
の
D
ie
3-ap
an
i;ch
en
l
nset
n,1
8
90
に
初
め
て

F
u
c
o

id
の
名
で
舶
介
せ
ら
れ

て

あ
る
的
.
即

T
C
七
賞
に
｢
歌
岐
山
懐
の
和
泉
砂
岩
に
は
其
地
方
で
菖
蒲
石
と
呼
ん
で
屠
る
大
形
で
分
枝
し
麗
々
二
1
)

に
も
連
す
る
汲
化
し
た
｢
フ
エ
コ
イ
ド
｣
の
印
痕
が
特
色
を
な
し
て
屠
る
｡
此
化
石
は
此
山
脈
の
諸
地
方
例

へ
ば
板
東
､

折
野
､
泉
谷
其
他
で
見
出
ru
れ
ー一鳶

(
濁
文
意
葦
)
と
背
か
れ
て
あ
る
｡
其
後
の
地
貿
間
隔
説
明
番
に
も
皆
此
名
を
襲

用
L
t
例

へ
は
二
十
商
分
の

一
固
帽
説
明
替
雄
鳥
の
部

(
鈴
木
故
氏
潜
明
治
二
十
九
年
四
月
糾
)
和
泉
砂
岩
暦
の
噴

化

石

一

党

衣





は
は

｢東
泉
砂
岩
圏
は
白
墨
系
に
鷹
す
る
乙
と
明
は
し

て尚
は
苫
帝
石
と
栴
L

n
iC
Oid
の
藻
の
淡
化
し

七秒
岩
叫

に
其
印
痕
を
留
ひ
る
79
の
､
板
野
郡
研
野
､
菖
蒲
谷
'
坂
出
放
び
美
馬
郡
合
栗
等

け
度
し
｣
云
々
の
記
事
が
あ
-

､

叉
地
質
調
発
所
明
治
三
十
三
年
六
月
敏
行
胃
散
分
の

一
大
日
本
骨
岡
地
贋
閣
説
明
車
の
中
*

E大
洗
､
和
泉
砂
岩
続
の

項
に
は

｢
又
菖
蒲
石
の
俗
栴
あ
る
霞
城

F
u
coid
の
化
石
の
二
尺
に
及
ぶ
も
甥
は
阿
波
開
披
野
郡
研
野
苫
甜
谷
､
板

東
放
び
阿
波
囲
美
馬
郡
倉
栗
等
ほ
塵
す
｣
と
あ
る
糾
｡
要
す
る
に
民
間
で
は
シ
ョ
ウ
ブ
イ
y
t
ア
ヤ
メ
イ
y
t
オ

竜

ト
イ
シ
父
は
正
成
の
槍
看
'
地
質
撃
上
で
は
フ
ユ
ー
コ
イ
ド
の
名
で
通
っ
て
屠
る
湛
状

の
植
物
印
痕
で
あ
る
｡

そ
し

て
此
報
骨
の
資
料
と
な
っ
た
聴
晶
は
化
石

一
腰
表
に
揚
げ
た
諸
地
方
に
産
出
L
LJ
化
石
印
痕
で
あ
る
｡

三､
形

態

n
ダ
イ
ア
マ
モ
は
紋
様
の
上
部
だ
け
離
れ
て
化
石
に
在
っ

てゐ
る
の
が
多
-
'
此
等
で
は
粟
の
出
方
が
不
規
則
で

時
に
は
分
叉
し
た
様
に
見
え
る
の
も
あ
-
'
且
葉
脈
も
明
瞭
で
在

い
｡
そ
れ
で

.1
兄
箆
頻
を
聯
想
さ
せ
る
の
が
多

い

然
し
精
々
完
全
な
化
石
で
は
輩
の
根
元
近
-
迄
が
着

い
て
居
t
jt
此
所
に
は
規
則
正
し
-
二
列
互
蕪
に
出
た
菓
散
見

へ
て
屠
る
(
第
3
聞
及
10
園
)
｡
此
形
は
現
代
の
多
-
の
単
子
葉
植
物
に
も
見
ら
れ
る
型
で
あ
る
｡
そ
し
て
n
ダ
イ
ア

マ
モ
で
は
其
下
方
の
乗
は
小
さ
-
､
上
方
の
葉
は
大

き
い
｡
此
等
の
大

き
い
某
は
形
が
精
々
舟
形
で
其
中
央
部
は
曹

っ
て
縦
に
結
節
状
の
印
嘘
か
走
っ
て
屠
る
0

是
は
然
し
尭
自
身
に
具
は
つ
ね
構
造
で
は
在
く
;
U
･;･i
状
,
馬
蹄
状
叉

は
舟
底
形
に
折
れ
た
J
A
だ
鞘
沓
基
の
中
に
包
ま
れ
た
内
緒
で
あ
る
｡
其
証
櫨
に
は
柿
は
葉
が
輩
か
ら
離
れ
左
右
に

閃

い
た
形
で
化
石
し

てゐ
る
も
の
が
あ
る
｡
斯
様
在
来
は
幅
が
顔
-
在
っ
て
居
る
の
み
在
ら
ず
先
端
が
左
右
相
稗
に

臼
頚
髄
利
娩
砂
岩
の
北
ポ

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
(
潮
祁
)
に
脚
す
る
考
妹

F/

三

七



コ
.(.ll.

.-■･..･Yリ
～カ
リ
山J∃

LT
T

柵
A

.犠

t

r.
･1
空
丁真
義

鱒
葺
鎗

一響

.

.J'争

-

且
つ
由
兼

の
豊

誓

=

幕
芸

書

芸

T･t･重

宝

急

呈

..

鳥

櫨
A
J鼻

へ
ね
で

開

i
J重
苦

あ
る
｡
由
穂
吉

).が
韓
や
孟

若

し
晋

命
吐
寿

且
盲

仇
取

還

石
が
長
く
鼠
雨
_こ
曝
さ
れ
y
養
育
の
朝
腹
し
た
も
の
.で
は
曇

れ
､
鍵
板
..】
由

hi
垂
東
食
地
銀
鳥
屋

I
蒼

I

が
見
ら
れ
.Q
.(
管

t
)｡
女
樹
奄
耽
包
ま
れ
た
j
r
.の
何
食
で
も
'
-力
積
の
蓋

し
聴
葛
中
萱

･'W

の
他
年
で
は
四
書
)
と
し
孟

仕
れ
て
居
tO
.･
{
第
二
{
P

･Lと
こ
ろ
が
光
恵

懲
雷
や
欝
性
構
◎
韓
瞥
A
At耶
す

又
と
嶋

.%

.:
糾

関

配

悶

;
:
:

l●サメ′■′イナIrtd>集責の離鐘t示す

と
も
あ
t
.死
重
や
菅

鵬
義

の

T
恥
が
多
少
義
暮
雪

土

着
著
し
-
不
鵡
縛
把
を
鼻
J

'
(
中
華
欝
托
茸
&
鐸
暮
A
tな

す
乙
真

冬
I
;多

忙
鴎
増

.農
事
と
春

鴨
は
鶴
雷
畿

摩
溝
が
あ
っ
て
'
:貞
義
噂
や

鋼
托
養
毛
軟
凍
鳶
職
も
竃
.磨

る
も
の
で
あ
浦
上
も
8
.わ
か

る
Q
叢
嶋
霊
塵
甘
義
博
儀
欄



即
附
着
税
が
印
痕
の
上
側
叉
は
下
側
に
枕
す
る
と
脊
椎
状
叉
は
中
高
の
曲
線
と
な
-
'
附
番
線
が
横
側
は
偏
す
る
滞

不
和
柄
を
曲
線
と
な
る
の
で
あ
る
(
第
三
間
)O
然
し
多
-
の
場
金
印
痕
が
鼎
網
に
近
い
所
か
ら
見

る
と
､
此
鱗
状
鰭

を
着
け
カ
肉
穂
は
梢
固
形
の
断
面
と
有
す
る
も
の
で
､
海
底
に
蕗
付
き
上
か
ら
砂
で
押
ru
れ
る
際
多
-
は
断
面
の
長

二
､::,,.drr.:.I(::.(:
(
''.

.

I

ご

二

(]
琵

j.:i
,.rf
::m
l'

:
わ

α′
内軸Ffl粒粒形 問

幼きもの
苑 班の成長し たもの
同 く:左方-挽 柚した
もの

軸
を
水
平
又
は
之
に
近
い
位
置
に
振
稗
し
て
化
石
す
る
か
'
或
は
肉

穂
軸
と
鱗
状
鰭
の
組
織
の
浮
力
の
繭
係
で
上
下
の
方
向
は
在
か
易
い

79
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
｡

然
ら
ば
此
鱗
状
鰻
は
果
し
て
何
で
あ
る
か
と
云
ふ
け
p
老
放

し

た

某
の
内
積
聴
其
発
達
の
著
し
い
朗
か
ら
見

て'
之
は
応
卒
在
莱
資
の

a
b
｡

並
列
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
｡
現
代
の
海
革

エ
ビ
ア
マ
モ
屠

(
エ

ビ
ア
マ
モ
及
び
ス
ガ
竜
を
含

む
)
に
79
根
腸
の
形
態
を
見
出
す
rJ
と
が
出
家
る
(
第
四
閲
)

｡

ス
ガ
竜
で
は
欠
張
舟
形

の
鞠
弦
に
包
ま
れ
て
横
に
帰
平
在
肉
砧
が
あ
ら
､
之
を
取
出
し
て
見
る
と
共
成
熟
し
た
も
の
で
は
倒
心
臓
形
の
巣
薯

が
紙
に

.t
列
に
並
ん
で
ゐ
る
｡
ア
芸

風
で
は
基
賓
は
縦
に
長
-
な
え

一列
交
互
に
配
列
し
て
居
た

ス
ガ
千
で
も

花
の
時
期
に
は
子
房
は
二
列
交
互
に
着

い
て
屠
る
の
で
あ
る
が
'
成
熟
と
共
に
左
右
か
ら
各
反
動
側
に
伸
び
て
左
右

軸
柄
に
在
-
p
外
敵
で
は
上
下

山
列
に
な
る
の
セ
滋
る
糾
｡
荷

ス
ガ
屯
で
は
各
花
を
被
証
す
る
被
燐

(
R
etin
a
cu
la
)

が
左
右
二
列
に
並
び
'

コ
ア
ヤ
巧
に
も
其
小
形
魔
7P
の
が
あ
-
E
p
ア
マ
モ
で
は
之
は
退
縮
し
且
っ
配
列
も
不
規
則

に
を
つ
LtJ
払
る
の
で
あ
る
が
､
同
様
な
被
燐
が

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
に
も
あ
る
か
否
か
は
印
痕
で
は
決
定
し
布
覆

い
｡
有

る
も
の
と
し
て
79
組
織
が
薄

い
の
で
痕
恕
残
し
難

い
も
の
と
も
忠
は
れ
る
｡
肉
穂
の
衰

い
も
の
で
は
翠
に
竹
節
状
の

山
==:I:鎧
和
泉
砂
川打
の
化
ポ
コ
ダ
イ
ア
マ
モ
(新
榊
)

に
捌
す
る
考
雛

t
窒

九



地

域

筑
十
洗
懇

第

三

出

岩
山

7
0

斑
紋
が
見
ら
れ
る
(第
三
尉

a
)｡
之
は
花
叉
は
披
鱗
の
附
着
線
に
潜
る
か
叉
は
内
相
気
道
の
横
隔
壁
は
常
る
か
未
だ

明
で
な

い
0
衣
は
肉
穂
の
老
成
し
た
も
の
葦
前
記
鱗
状
の
隆
起
が
高
ま
っ
て
溌
ー
蓬

に

は
構
成

い
席

子
の
様
な

高

ま
わ
に
在
る
(第
二
間
)

｡
そ
し
て
此
植
物
の
稽
子
と
皿
は
れ
る
も
の
も

一
つ
聴
見
せ
ら
れ
た
(第
7
閲
)
共
は
精
々
屈

奉
養
楕
樹
形
の
も
の
で
長
rb
六
ミ
リ
､
幅
四
ミ
リ
､
厚
さ
二
ミ
リ
棟
の
も
の
で
あ
る
.
要
す
る
に
此
印
嬢
は
本
家
葉

に
は
な
-
､
薬
が
砂
に
押
付
け
ら
れ
た
際
に
内
部
の
肉
穂
は
葦
克
状
は
配
列
す
る
子
房
及
び
成
熟
種
子
が
表
面
は
現

は
れ
た
の
で
あ
っ
て
､
其
形
は
肉
馳
教
育
の
強
度
及
び
種
籾
に
よ
っ
て
7P
多
少
の
差
は
あ
る
が
鬼
は
角

コ
ダ
イ
ア
マ

モ
の
主
輩
夜
特
徴
で
あ
る
.

上
方
の
大
d
TJ
い
葉
は
菅
磯
逢
し
た
肉
穂
印
痕
を
具
へ
､
又
原
始
的
を
櫛
板
で
は
葦
の
根
元
の
尭
迄
之
は
登
達
し
で

居
る
が
､
多
-
の
穂
粗
で
は
下
方
の
某
に
在
る
と
其
目
立
ち
方
が
次
第
は
少
-
在
る
､
そ
し
て
其
移
行
ほ
は
徐
々
な

の
と
忠
夜
の
と
が
あ
る
が
､
大
鰭
此
目
立
ち
方
の
有
無
に
ょ
ら
鞘
電
兼
或
は
師
資
莱

(
fertile
B
ii
tter)
と
普
通

薬
或
は
不
結
審
基

(sterile
B
tatter)
と
HLJ分
つ
こ
と
が
出
凍
る
.
勿
論
此
等
は
皆
北
ハほ
同
化
兼
で
あ
る
fJ
と
は
疑

を
容
れ
を
い
｡
父
肉
旭
は
此
間
か
ら
出
て
鞘
巷
の
殆
ど
先
制
近
-
迄
逢
し
て
居
る
の
で
あ
る
｡
ア
マ
モ
､
ス
ガ
モ
で

は
荘
軸
が
楯
状
を
な
し
て
桝
嘘
に
現
は
れ
'
叉
鞠
葛
の
先
端
が
細
長

い
薬
に
登
達
し
で
居
る
｡

基
の
基
脚
は
鞘
状
に
な
っ
て
刺

小
輩
を
抱

い
て
居
る
が
何
所
で
輩
は
着

い
て
居
る
か
は
明
瞭
で
夜
-
'
叉
韮
身
と

尭
鞘
と
の
演
割
も
明
瞭
に
は
磯
逢
し
/し
屠
な

い
横
で
あ
る
｡
又
肉
穂
は
其
薬
膳
か
ら
寓
ち
ほ
葦
と
分
れ
班
で
居
る
か

或
は
ァ
マ
モ
の
肉
蒐
枝
の
棟
は
多
少
付
軸
と
癒
(
=し
て
居
る
か
否
か
も
分
ら
な

い
｡
荷
軍
手
尭
鵜
物
で
は
側
枝
の
膳

珪
す
る
場
合
に
は
基
が
其
被
葉
と
英
に
対
義
す
る
背
塵
前
葉
と
の
間
か
ら
出
る
rJ
と
が
少
-
な

い
が
､

コ
ダ
イ
ア
ヤ



モ
ほ
放
て
は
菅
井
前
葉
其
他
の
附
属
兼
が
有
る
か
無
′い
か
も
未
だ
わ
か
ら
な

い
.
若
し
有
る
ほ
し
で
も
鞘
葛
の
中
に

隠
れ
て
見
え
な

い
帯
皮
の
も
の
で
あ
る
｡

葉
の
数
奇
す
る
順
序
は
'
基
が
成
長
鮎
に
原
始
健
と
し
て
出
凍
る
際
に
は
恐
ら
-
向
頂
的
在
も
の
と
M
心
は
れ
る
が

精
々
伸
び
た
若

い
苗
(
第
4
閲
)
で
は

既に
磯
宵
が
上
方
か
ら
向
基
的
ほ
進
ん
で
暦
-
'
大
抵
頂
鐘
の
肉
穂
枚
を
具

へ

て
屠
る
､
仏
英
は
異
の
噴
仕
で
は
な
-
､
準
b
-
側
巷
し
た
肉
穂
枝
が
惰
頂
生
の
形
を
と
っ
た
も
の
と
旧
心
は
れ
る
｡

次
に
肉
穏
糖
蓮
の
順
序
も
基
の
撒
達
に
準
じ
て
向
韮
的
で
あ
る
｡
piJれ
で
何
れ
の
葉
ま
で
磯
達
し
た
肉
穂
を
具

へ
る

か
は
種
粕
に
ょ
-
父
其
棟
の
教
育
の
時
期
と
常
養
状
態
と
は
よ
-
一
定
し
な

い
も
の
と
瓜
は
れ
る
｡

堂
は
種
粗
は
よ
っ
て
7-̂
1;
桟
で
な

い
が
下
部
は
丸
味
を
瀞
び
て
如
-
'
上
部
は
却
っ
て
太
-
衣
-
且
化
石
で
は
著

し
-
福
相
固
形
に
在
っ
て
屠
る
､
鐘
活
常
時
79
掩
固
形
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
.
多
-
の
種
板
で
は
登
は

-i
本
意

で
分
枝
し
老

い
が
横
根
に
よ
っ
て
は
分
枝
し
て
俗
文
状
に
見
え
る
も
の
も
あ
る
(
第
2
閲
)
叉
室
に
は
著
し
-
背
地
性

反
臆
を
現
は
す
も
の
と
'
さ
う
で
な

い
の
と
が
あ
る
｡

一
本
立
の
輩
で
背
地
的
に
屈
仙
し
た
も
の
で
は
其
外
側
の
韮

i
J内
側
の
尭
と
は
は
長
さ
や
轡
曲
の
皮
付
在
ど
の
差
異
が
孝

b
れ
る
(第
3
閲
)
｡
斯
様
在
形
は
恐
ら
-
笠
の
基
部
が

紗
に
押
さ
れ

て傾
き
砂
上
の
部
分
が
背
地
性
反
腰
を
現
は
し
て
屈
曲
し
､
共
に
件
以
発
の
雄
途
に
も
鍵
化
を
沸
し
た

も
の
と
m
心
は
れ
る

､
を
し
て
内
側
の
兼
は
著
し
-
下
曲
し

て地
心
に
封
す
る
横
地
的
な
本
求
の
閲
を
回
復
す
る
傾
向

を

不
す
の
で
あ
る
｡
此
鮎
か
ら
見
る
と
原
始
的
な
桟
敷
及
び
若

い
苗
は
未
だ
精
々
直
立
す
る
濁
革
叉
は
陸
準
に
近

い

性
質
を
79
柴
は
ず
に
居
る
も
の
と
云
っ

てよ
い
｡

又
環
境
に
よ
っ

ては
重
が
多
少
電
光
形
は
在
っ

て屠
る
の
も
あ
る
(第
11
閲
)節
間
が
離
れ
樵
の
肉
砧
が
太
-
破
連

日
整
紬
和
泉
砂
･:村
の
化
荊

コ
ダ
イ
ア

で
･#
(
新
群
)
に
関
す
る
考
察

7
宝

二



地

域

約

十

記
徐

的

三
枚

毒
ハ

7
こ

す
る
と
走
が
主
軸
と

一
抵
触
に
な
る
傾
向
を
佳
ず
る
の
で
あ
っ
て
､
是
は
現
代
の
鵜
物
に
も
宣
･j
見
ら
れ
る
新
で
あ

る
｡
斯
様
老
輩
で
は

<E
々
S
l横
枝
が
岐
撤
状
の
述
軸

(S
y
m
p
｡d
iu
m
)
を
形
成
し
て
居
る
か
の
観
が
あ
る
､
然
し
若

い
苗
が

H
EJ
純
な
軸
HLJを
し
て
居
る
所
か
ら
見

る
と
､
之
は
蚤
-
後
天
的
に
用
兼
ね
形
と
見
放
さ
れ
る
｡

_

前
に
述
べ
た
様
に
普
通
束
は
明
は
二
列
互
生
の
配
列
を
不
す
が
､
上
方
の
鞘
巷
薬
は
な
る
と
時
ほ
は
著
し
-
密
任

し

且
つ
左
右
の
交
互
が
乱
れ
'
基
の
長
さ
79
不
揃
は
在
っ
て
凍
る
の
が
多

い
｡
之
ほ
は
賓
際
配
列
の
不
滅
別
を
場
合

も
あ
わ
､
叉
密
生
L
LJlT光
の
或
も
の
が
磯
連
せ
ず
に
終
る
か
叉
は
股
落
し
た
場
令
も
考
へ
得
ら
れ
､
時
に
は
偶
然
其

所
に
他
の
株
の
薬
が
寄
-
添
っ
た
場
各
町
考

へ
程
な
5,
fJ
と
は
老

い
｡
印
痕
で
あ
る
か
ら
塵
き
た
植
物
を
手
に
取
っ

て
見
る
の
と
は
違
ふ
｡
然
し
斯
様
を
外
観
の
不
規
則
に
は
'
肉
穂
が
其
基
部
は
近
い
所
か
ら
藍
は
鞘
葛
の
附
屈
し
た

肉
穂
を
側
壁
す
る
FJ
と
は
よ
る
場
令
も
少
-
在
い
｡
肉
穏
枚
の
節
間
の
精
々
離
れ
た
も
の
で
は
明
は
之
を
閲
別
す
る

乙
と
が
出
来
る
｡
例

へ
ば
第
11
間
で
は
肉
穂
の
弘
か
ら
紬
が
苗
-
出
で
共
か
ら
党
は
cQU
が
出
て
居
わ
､
血
も
幼
生
向

く
出
し
加
は
由
と
証
な
っ
て
化
石
し
て
居
る
が
肉
盛
の
印
痕
で
明
に
之
を
置
別
す
る
こ
と
が
出
凍
る
'
弘
は
上
方

へ

最
低
は
伸
び
其
か
ら
的
叉
は
鮎
に
潜
る
側
盤
内
穂
が
出
て
居
る
｡
内
緒
側
枝
の
密
生
し
て
屠
る
も
の
(
第

一
閲
)
で
は

分
枝
の
状
態
が
斯
様
に
明
瞭
に

は
置
別
出
塞
な

い
が
'
靭
竜
の
僻
と
長
さ
の
不
同
夜
乙
と
は
､
同
様
凝
分
枝
ほ
よ
り

林
規
律
夜
外
観
計
皇

し
て
居
る
rJ
と
を
推
定
n
せ
る
｡
葡
腔
此
等
二
次
以
下
の
肉
穏
側
枝
は
､
多
-
の
場
合

に
は
大

抵

1
次
の
肉
穂
に
飴
-
遅
れ
ず
に
形
成
せ
ら
れ
'
殆
ど
同
時
に
成
長
す
る
79
の
と
息
は
れ
る
｡

由
磁
位
の
分
枝
は
ス
ガ
竜
､
ア
マ
巧
で
も
見
ら
れ
る
｡
北
米
産
の
ス
ガ
を

(P
hyt10sp
a
d
ix

T
o

rreyi)で
は
花
を
有

す
る
杖
は
匿
立
し
二
1

11の
正
常
葉
を
基

へ
其
閲
に
は
明
か
な
間
隔
が
あ
る
｡
此
軍
の
某
は
其
肢
か
ら
凡
て
内
植
枝



Phyllospadix Torreyi(鮒 小)(Morong氏
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ノ

恕
捷
ず
る
.(
解
田
岡
)
｡

此
の
肉
融
接
の
姉

一
葉

即
背
産
前
某
の
葉
脈
か
ら
は
第
二
の
肉
穂
枝
を

出
し
､
史
に
此
の
第

lt
薬
膳
か
ら
第
三
次
の
肉

纏
を
出
す
､
故
に
妨
二
の
肉
融
の
斬
竃
は
第

1

内
船
の
鞘
巷
と
は
腹
合
せ
に
向

い
で
居
る
S
仰

(
形
態
的
に
は
背
中
合
せ
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る

が
苗
で
は
鞘
童
の
開

t′､
ね
側
を
腹
と
呼
ぶ
乙
と

は
す
る
)
｡

又
ア
マ
モ
で
も
三
木
の
見
た
所
で
は

(
第
五
圃
)横
枝
の
鞘
竃
は
骨
腹
各
せ
ほ
向

い
y

居
る
t
D
u
v
al

･Jouve氏
の
コ
ア
マ
モ
の
寡
産

間
で
7g
同
株
で
あ
る
の
｡
E
ic
hler
氏
の
番

い
允
､

よ
-
諮
事
は
引
用
せ
ら
れ
て
居
る
ア
マ
屯
の
花
序
の
模
式
図
は

野
際
に
は
常
つ
で
屠
ら
ず
､

寧
ろ
大
き

い
花
序
の

:L
格
技
を
轟

い
た
も
の
と
恩
は
れ
る
が
'
之
で
も
鞘
竃
の
腹
企

せ

に
向

い
て
屠
る
所
は
同
様
で
あ
る
.
要
す
る
に
ア
=
ヾ
で
79
ス
ガ
竜
で
も
肉
確
の
分
枝
は
巻
繊

(W
ick
eD
的
で
は

衣
-
'
岐
撒
(票
ch
e
l

)
的
ほ
出
で
鞘
竃
が
腹
合
せ
に
向

い

て屠
る
の
で
あ
る
｡

n
ダ
イ
ア
マ
モ
で
も
通
常
腹
合
せ
に

岐
緒
し
て
屠
る
乙
と
勿
論
と
;
心
は
れ
る
が
､
鞘
葛
の
先
端
の
明
駿
で
怒

5'
も
の
は
何
れ
が
背
か
腹
か
匿
別
し
難

S
O

然
し
粕
葛
が
轡
曲
し
て
著
し
-
下
-;
す
る
も
の
と
飲
む
轡
曲
し
恋

い
も
の
や
叉
朝
で
上
州
す
る
も
の
な
ど
の
混
じ
て

屠
る
時

に
は
其
向
位
に
よ
っ
て
も
腹
背
を
憧
別
す
る
rJ
と
が
出
来
る
'
即
ち
鞘
巷
が
普
通
の
向
位
即
ち
U
字
形
に
在

.･E.#

紀
和
糸
砂
岩

の
化
ポ

コ
ダ
イ
ア

マ
モ
(
漸
粥
)
に
脚
す
る
考
察

t宝

]
一二
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J
M

つ
た
も
の
は
屈
地
性
反
鷹
LJ,

よ
り
種

々

下

方

へ
轡

仙

し

､

基
と
反
動
の
向
位
即
ち
n
形

は
在
っ
た
も
の
は
下
曲
が
少

い
か
､
多
少
⊥
曲
す
る
か

(

第

一
聞
d
)又
は
反
稗
す
る
｡

勿
論
此
轡
曲
の
程
度
は
種
粗

に
ょ
つ
て
も
同

一
で
な
-
､

殆
ど
匿
別
し
科
を

い
も
の
も

あ
る
(
第
12
閲
)
｡

斯
様
に
鞘

老
来
は
包
恐
れ
た
肉
砲
が
斑

に
葉
む
生
じ
､
基
に
腰
任
し
It,
第
二
次
以
下
の
肉
穂
を
分
枝
す
る
の
で
あ
る
が
､
印
痕
で
は
外
販
基
が
分
枝
し
た
様

に
見
え
る
｡

是
は
投
瓶
を
朝
恩

さ
せ
る
主
在
る
原
因
で
あ
る
｡
そ
し
て
印
痕
で
は
基
が
分
枝
す
る
と

い
ふ
方
が
判
で

簡
便
を
事
も
あ
る
か
ら
'
以
下
に
も
さ
う
冨
JL31
表
す
rJ
と
も
あ
る
が
､
形
態
的
に
は
薬
が
中
の
内
船
か
ら
生
じ
充
だ

け
の
蔀
で
あ
る
｡

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
に
は
地
下
茎
と
規
は
れ
る
も
の
が
あ
る
(雛
5
聞
)｡
勿
論
之
は
妓
修
と
直
接
連
絡
し
て
居
な

い
か

ら
直
ち
に
基
と
断
言
す
る
乙
と
は
出
水
な

い
が
.然
し
撃
基
の
化
石
と
同
じ
秘
所
か
ら
屯
田
で
､
且
つ
.二
列
互
生
は
横



桂
,<tT出
し

て
屠
る
所
は
ア
マ
モ
'
ス
ガ
モ
と
も
北
ハ通
夜
所
で
あ
り
､
侮
和
泉
砂
岩
の
化
石
に
は
此
以
外
に
瓶
似
の
顕

花
植
物
の
出
な

い
朋
か
ら
見

る
と
､
之
を

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
の
地
下
茎
と
見
放
し
ttJ
も
決
し
て
触
排
で
は
な

い
｡
恕
ふ

ほ
地
下
茎
は
地
下
の
飴
-
泥
-
老

い
所
を
水
平
に
伸
び
進
み
'
其
左
右

へ
交
互
に
横
枚
を
出
し
､
之
が
節
4
間
に
見

る
様
を
若

い
苗
を
出
し
'
基
が
背
地
的
ほ
上
方
に
伸
び
て
枝
修
を
な
す
も
の
と
皿
は
れ
る
｡
そ
し
て
原
始
的
な
稀
額

で
は
抜
帳
の
根
元
迄
肉
砧
隆
起
の
敬
遠
し
て
屠
る
朗
か
ら
見

る
と
地
下
室
か
ら
区
立
す
る
枝
修
は
本
来
花
序
で
あ
っ

て
.
形
態
的
に
兄
允
輿
の
賛
養
枝
は
地
下

窒

だ
け
で
あ
る
｡
今
日
の
ア
マ
竜
で
も
菅
養
枝
は
地
を
匂
い
'
生
姉
披
だ

け
が
押
立
す
る
｡

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
は
基
地
下
室
に
も
矢
脹
ら
葉
が
着

い
て
屠
る
筈
で
あ
る
が
之
は
未
だ
見
ら
れ
て
厨
覆

い
'
或
は
若

い
先
端
の
部
分
の
外
は
早
-
枯
死
腐
蝕
す
る
も
の
と
7P
息
は
れ
る
.
相
性
地
下
室
の
節
聞
か
ら
は
根
7g
用
で
居
る
べ

u
J筈
で
あ
る
が
之
も
未
だ
化
石
に
は
見
ら
れ
な

い
｡
又
地
下
茎
の
先
瑞
が
ど
ん
在
形
を
し
て
ゐ
る
か
も
介
ら
な

い
｡

相
は
種
子
か
ら
磯
井
し
た
飴
か
ら
ア
マ
モ
.

ス
ガ
屯
の
様
に
主
輩
が
擢
は
る
か
､
或
は
側
枝
が
伸
び
て
地
下
室
と
な

る
か
も
分
ら
な

5,0

前
に
述
べ
た
様
に

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
に
は
地
下
茎
か
ら
杖
修
の
先
端
迄
の
金
牌
が

一
つ
の
ま
-･化
石
し
た
も
の
は
少

な

い
が
'
是
は
嬰
す
る
に
枝
修
の
上
部
殺
粟
が
密

に
な
-
､
波
浪
は
怖
ら
る
ゝ
際
強
い
衛
動
を
受
け
容
易
は
祈
ら
れ

て
漂
流
す
る
か
ら
で
あ
る
｡

コ
ダ
イ
ア
T,
巧
は
其
塵
態
の
壁
連
か
ら
見
て
も
'
父
飾
間
の
無
縮
し
て
屠
る
釦
か
ら
L

tJ
も
､
今
H
の
ア
マ
屯
等
よ
り
は
温
か
に
凄

い
侮
底
は
任
官
し
わ
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
'
期
様
な
場
所
は
酸
素
の

供
給
も
充
分
で
あ
る
か
ら
共
用
に
載
る
の
で
は
到
底
化
石
の
印
払
,<LJ拭
す
FJ
と
は
相
楽
な

い
｡
標
流
し
ィJ
F
成
洗

い

n

批
紀
和
央
砂
:対

の
化
ポ

コ
ダ
イ
ア

マ
モ
(
新
桁
)
に
鮒
す

る
群
が

1売

1
五
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粥

席
暮こ
落
着
き
叉
は
沌
-
砂
_こ
畿
放
れ
た
も
の
だ
け
ザ
印
痕
A
J鶴
し
得
る
の
で
雪

.
董
申
下
手
盟
芽

か
中
計
義
e
少

い
の
も
地
下
茎
の
尭
主
な
も
の
J
見
ら
れ
を

S
の
む
.
矢
襲
其
尊
顔
で
は
客

が
亨

昇
は
濃
む
か
ら
や
あ
を
-音

線

.
∫
.

は
糧
鵜
は
ュ
つ
て
は
凍
嶋
の
鞘
苛
が
と
れ
t
居
る
の
が
多

い
t
.鼻
は
恐
ら
-
中
の
由
櫨
が
早
く
点
数
L
t
食
事
す
る
'

の
で
あ
っ
て
,.
之
托
よ
d
虞
は
橿
子
の
散
布
托
せ
立
っ
た
か
も
知
れ
な

い
｡
恭
し
村
れ
托
せ
よ

さ
ダ
イ
ア
†
'
性
+

六

I′イ丁▼Jeの肉義の鞭雷(Jt88)

Jzz
の
ア
†
N
'

メ
ガ
モ
･の
如
く
水
鏡

の
生
活
-こ
藩
す
る
牽
引
阜
妹
の
形
.+

.*
癒
A
J鼻

へ
t
IZdB
な

い
の
で
あ
る
｡

I'
p
ダ
･小
ア
三

.
の
他
者

払
砂
中
で

出
兼
ね
集
か
遵
零

し
t
･居
ら
ず
鋸

春
が
寺
-
'
揮
散
鏡
薄
片
A
J停
つ
て

も
中
の
義
虫
A
J
よ
く
幾
人
乙
と
は
内

水
を

い
'
組
織
の
内
帝
は
掛
が
静
<
･

て
構
轟
と
破
蛾
し
て
居
る
も
の
が
多

い
｡
花
の
構
漁
の
見
i
軌
を

S
の
は

長
社
債
で
あ
る
｡
然
し
掃
々
良
-
保
存
さ
れ
た
も
の
は
薬
組
織
間
に
帝
山
の
宋
遭
七
島
へ
水
草
た
る
資
格
A
Jエ
-
示

も
て
居
ゑ

埜

ハ
蘭
蒜

I｡
養
鶏
し
た
維
管
束
や
串
櫨
的
軌
織
は
未
だ
蕗
暑

ら
禁

.
悪

玉

F
I｡
｣
っ
て
､
多
年

強
固
に
保
た
れ
徹
る
が
t
.&
･し
兼
の
分
量
と
重
の
太
さ
と
A
J歓
べ
て
見
て
も
'
叉
良
-
曹

す
る
8F'上
方
句
集
葦

･l

.･ヽ
･
一



F
J-
な

っ
て
屠
る
邦
や
､
華
が
基
部
祁
紬
-
な
っ
て
屠
る
瓢
か
ら
見
て
も
'
主
と
し
て
浮
力
に
ょ
-
参
勢
恕
維
持
し

て
櫨
つ
LJ
も
の
と
は
は
れ
る
rJ

上
記
の
肉
紬
と
賄
巷
'
其
他

コ.ダ
イ
ア
マ
モ
の
形
態
的
渚
性
質
を
有
す
る
も
の
が
ア
ヤ
モ
恩
'

キ
ビ
ア
マ
モ

儀
以

外
､
現
在
海
銀
抽
花
植
物
は
椅
ほ
あ
-
は
せ
ぬ
か
と
〓
仙
る
･F
が
､
栂
似
在
も
の
は
他
に
は
老

い
'
見
濠
洲
西
南
及
ク

ス
て
こ
ヤ
に
生
育
す
る

C
y
m
od
ocea
antarctica
は
外
観
精
々
似
て
居
る
が
'
然
し
内
地
が
な
-
地
下
茎
は
連
動

で
あ
る
｡
此
の
植
物
は
種
子
か
ら
聴
芽
す
る
と
直
立
し
ハ

七

ル

ム
シ
p
属
と
岡
城
に
下
部
か
ら
側
枝
を
出
し
共
か
ら

虹
に
側
杖
を
Ⅲ
し
ィJ
順
次
蓮
軸
し
た
地
下
室
h
t形
成
し
､

叉
各
側
杖
は
直
立
輩
を
な
し
史
に
分
捜
し
､
此
等
は
凡
て

花
HLJ頂
鎌
す
る
も
の
で
あ
っ
て
､

コ
ダ
イ
ア
マ
巧
と
は
落
し
-
英
昭
態
的
性
質
を
典
に
す
る
仰
｡

斯
様
は
種
々
夜
毎
生
植
物
を
此
概
し
て
見
る
と
､
卸
先
砂
岩
に
印
痕
を
な
し
た
植
物
は
'
結
局
現
代
の
ア
ヤ
竜
属

及
び
ユ
rriJ
ア
マ
モ
鷹
と
溝
板
似
し
て
屠

-
､
且
つ
此
等
雨
風
と
も
明
か
に
憧
別
せ
ら
れ
る
の
で
'
此
両
鷹
の
鹿
北
と

兄
倣
す
べ

qJあ
る
か
ら
.
之
は

コ
ダ
イ
ア
で
確
固

A.rchaeozostera
在
る
名
箱
を
典

へ
カ
の
で
あ
る
｡

以
上
述
べ
た
朋
か
ら

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
屈
の
特
徴
を
畢
げ
る
と

.
枝
傍
(
本
来
は
花
序
)
は
地
下
室
か
ら
左
右
交
互
打

出
で
醒
ま
又
は
浮
立
L
t
基
片
は
中
仙
か
ら

U
字
形
に
折
れ
線
形
､
･養
披
針
形
其
他
の
形
む
な

し
'
下
部
は
尭
鞘
を

形
成
す
る
｡
肉
砧
を
抱

い
て
屠
る
7P
の
で
は
側
面
か
ら
見
て
先
鼎
が
舟
形
の
州
税
h
Tvlな
す
の
が
多

い
｡
肉
穂
は
鞘
乾

の
殆
ん
ど
塾
長
に
亙
る
.
父
肉
砧
は
虹
に
岐
撤
状
に
二
次
三
次
の
肉
穂
枝
を
旧
す
rJ
と
も
あ
-
､
此
等
は
皆
同
様
を

鞘
竜
は
包
ま
れ
る
｡
肉
融
に
は
多
数
の
応
半
在
某
宜
が
縦

に
覆
来
状
に
配
列
し
､
化
石
で
は
特
色
の
あ
る
粘
節
状
の

隆
起
を
な
す
p
肉
砧
の
老
成
し
た
も
の
に
は
横
に
種
子
状
の
高
ま
-
が
見
え
る
｡

.,=説
紀
和
奴
砂
…打
の
化
.TS
コ
ダ

イ
ア

マ
モ

.(新
稲
)
に
脚
す

る
埠

･:雛

1(I
.

,..

七
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独
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1
人

此
属
は

菱
と
肉
穂
の
分
枝
の
仕
方
､
珊
巷
の
大

rTJと
形
'
聾
に
附
着
す
る
疎
密
と
種
と
は
J･-

数
多
の
型
を
分

つ

と
と
が
出
来
る
｡

四
､
分

類

種
麹
を
置
別
す
る
際
先
第

7
に
日
に
着
-
の
は
基
の
大
小
で
あ
る
.
模
本
の
不
完
蚤
を
も
の
で
も

一
枚
の
薬
の
輪

廊
は
大
隈
わ
か
る
｡
勿
論
基
の
内
で
は
笠
の
根
元
の
も
の
は
小

さ
い
が
'
聾
の
上
中
の
内
蔵
隆
起
の
あ
る
鞘
電
韮
で

あ
る
と
p
種
動
に
ょ
-
大
rTuに
大
髄
定
ま
り
が
あ
る
｡
見
え
る
兼
の
内
で
大

き
-
目
立
つ
も
の
ゝ
幅
を
測
っ
て
見
る

と
大

き
い
補
強
は
二
六
-
三

〇
I
三
六
粍
の
問
の
鍵
異
聖

ホ
L
t
中
級
の
も
の
は
二

〇
-
二
五
､
細

い
の
は

二
ニ
ー

二
U
先
付
で
あ
る
､
之
を
大
業
級
､
小
栗
級
及
小
葉
級
と
す
る
｡
勿
論
之
は
申
肋
の
所
で
折
れ
た
葉
の
横
側
の
幅
で

あ
っ

て粟
が
開

い
て
印
痕
を
な
し
て
居
る
と
其

l
槽
草
枕
の
大
き
さ
ほ
も
な

ら
､
又
葉
が
仰
向
又
は
僻
伏
ほ
な
ら
砂

に
ru
J
b

込

凡
だ攻
J
で
印
痕
を
な
す
と
著
し
-
細
-
在
る
も
の
も
あ
る
｡
基
の
横
断
面
の
形
は
種
類
及
Z<U
茸
に
於

け
る
上
下
の
位
置
は
よ
っ
て
も
同

一
で
な

い
様
で
あ
る
0
倍
菜
殊
に
鞘
薬
の
周
囲
か
ら
は
砂
岩

へ
酸
化
蝕
の
鎌
が
提

出
し
tJ縁
を
と
っ
て
居
る
rJ
と
が
あ
る
か
ら
､
測
る
時
に
は
之
は
除
外
し
老
け
れ
ば
怒
ら
舶
o

次
は
兼
の
長
さ
は
幅
は
絞
べ
る
と
遇
か
ほ
樫
典
が
大
き

い
'
是
は
幼
潜
の
差
に
も
基

き
､
赦
叉
は
肉
樽
枚
の
位
置

に
も
よ
る
｡
荷
ほ
薬
の
先
端
が
既
は
磨
切
れ
或
は
母
石
の
外
に
鹿
け
切
れ
叉
は
巽
中
に
慣
れ
て
精
確
は
測
れ
在

い
こ

と
も
あ
る
､
然

し企
膿
の
形
で
大
股
長

い
か
知

い
か
の
推
定
が
つ
き
､
詳
し

い
測
定
を
し
な
-
と
も
種
類
の
匿
別
が

旧
凍
る
0



棲
晶
の
碑
か
な
7C-.
の
､
殊
は
節
の
偏
っ
て
屠
る
も
の
で
は
肉
糠
の
分
枝
は
明
に
匿
別
せ
ら
れ
る
｡
然
し
節
問
の
無

い
も
の
で
は
鞘
童
が
根
元
で
究
夜
か
合
っ
て
的
確
に
憧
別
し
柑
な

い
場
合
も
多

い
が
､
兼
の
轡
曲
の
方
向
が
乱
れ
て

屠
る
と
分
枝
し
て
屠
る
も
の
と
見
放
し
て
も
よ

い
｡
叉
肉
砧
の
於
･J
分
枝
し
覆

い
も
の
で
も
北
朝
の
凝
連
快
感
在
所

に
は
分
枝
す
る
も
の
も
あ
る
が
､
之
は
麓
養
状
態
に
ょ
-

一
定
し
な

い
｡

尚
は
基
の
先
端
が
尖
る
か
閲
味
を
瀞
び
る
か
も
特
徴
に
な
る
が
'
薬
の
方
向
と
石
の
割
れ
た
方
向
と
の
異
な
る
場

各
に
は
見
掛
け
の
先
弗
が
屡
々
其
の
形
,<tJ異
に
す
る
,J
と
も
あ
ゎ
t
か
ゝ
る
場
合
に
は
先
端
の
形
は

1
株
で
も
飴

-

<l
足
し
在

い
fJ
と
に
な
る
｡
薬
の
蜜
に
封
す
る
俺
は
稚
源
と
重
の
上
下
の
位
置
に
ょ
む
精
々

一
定
し
た
も
の
と
恩
は

れ
る
｡

検

索

褒

A

薬

(鞘
電
)
は
幅
三
極
内
外

a

基
は
島
地
針
形
で
少
数
疎
任
し
､
頂
豊
北
は
著
し
-
大
形
(
長
三

C
i
l豆
板
)

一

オ
ホ
バ
コ
ダ
イ
ア
マ

bCae

巧

A

.sim
pl
ex

基

は
基
錐
形
で
鉱
頭
'
上
方
の
葦

は
歴
々
分
枝
し
て
上
方
に
叉
状
に
展
開
す
る
(
長
二
五
-

三
〇
糎
)

二

ヤ
リ

バ
n
ダ
イ
ア
マ
モ

A
.
a
ng
u
stifo
lia

某
は
養
拍
樹
形
で
数
次
の
分

枝
に

よ

-
側
方
は
不
規
則
は
密
生
す
る
(
長
二
〇
糎
以
内
)

三

フ
ト
.I,
コ
ダ

T

ア
マ
碓

A
.
b
re
v
ifo
lia

葦

は
披

針

形
で
畑
-

羽
状

に

配
列
す
る
(
長

1
五
粒
内
外
)

四

バ
ネ
バ
n
ダ
イ
ア
マ
モ

A
･
p
in
n
at･1

葉
は
線
形
､
少
数
の
大
形
基
と
粕
々
多
数
の
小
形
韮
と
か
ら
な
る
大
形
葉
は
走
三
〇
-
三
五
勧
'
小
形
兼
は

日
賦
紀
和
炎
砂
｡.れ
乃
化
石

コ
ダ
ィ
ア
マ

･#

(

新
揃
)

に
捌
す
る
考
娯

六

一

l
九



･粗

描

節
十
光
松

代
∴
ニ
27
3

r(也

二

〇

帖

二
紬
､
蓑
.!

読

～

･
二

式

釦

茄

ナ
ガ

バ

コ
ダ

イ

ア

マ

モ

A
･
lon
g
if
o
l
ia

B

葉

は
線

形

で
幅

二

桝
内

外

.

長

二

C
二

一
五

旗

六

ヒ

モ

パ

コ
ダ

イ

ア

マ

モ

AL
ine
a
t
a

c

葉

は

披

針

昭

乃

充

縦

形

､

幅

二

五
糎
長
f
TJ

通
常

∵
〓

乃
至

一
光

糎

七

コ
..,T
ノ

コ
ダ

イ

ア

マ
モ

A
｡
mi
n
o
T

攻
に
此

等
の
鍾
帝
に
就
き
其
特
徴

計
畢
げ
ろ
｡

a
p
牙
軌
バ
コ
ダ
イ
ア
∇
菅

A
r
c
h
a
e
o
z
o
s
te
ra
sid
tp
te
x

基

は

放

牧

二

列
互
性

に
疎

外
し
､
長

披

針
昭
､

下
の
葉
は
長

H
<
概
帽

一
概
や
位
で
あ
る
が
上
の
薬
耕
長
大
に
在

-,二

頂
舛
基

は
特

は
H
立
っ
て
大

き
い

(
帽
三
粗
壁

ニ
C
糎
内
外
)
老
成
し
た
も
の
で
は
下
の
葉
迄
由
穂
が
聴
達
し

/
L

屠
る
｡
華
は
割
合
に
太
-
骨
地
的
ほ
轡
曲
し
た
79
の
が
多

い
｡
本
穂
は
陸
井
新
物
に
最
近

5'形
で
あ
る
O

基

本

標

晶

大
阪
府
数
滴
郡
多
奈
川
産
(
第
1
閲
)
(
謀
植
)机

同
型

棚

本

岸
和
田
中
撃
枚
及
由
佐
ま
介
氏
所
蔵
(化
石

一
糖
衣
巷
照
)

こ
.
･ヤ
リ
バ
F7ダ
イ
ア
マ
宅

A
･
a
n

g
u
s
t
if
o
li
a

丑
は
長
針
形
で
脱
離
下
方
の
基
は
小

一
糎
､

長
f
i
O
糎
位
で
あ
る
が
､
上
方
の
葉
は
著
し
-
大
形

(
帽
三
糎
.
長

三
lI
糎
化
し
t

J,な

-

､
且
つ
良
-
敢
達
し
LJ
も
の
で
は
上
方
の
敦
盛
は
分
枝
L
iiJ肉
租
む
侵
入
で
上
方
は
叉
状
は
展

開
す

る
｡
仝
高
八
〇
糎
に
も
連
す
る
7P
の
と
揖
は
れ
る
｡

基
本
標
本

大
阪
府
鹿
南
郡
多
奈
川
産
購
及
徳
島
腺
板
野
郡
宮
川
内
産
禦

弟
2
枚
3
聞
)
(
諒
植
)

I-〟)

M
型
雌
本

多
奈
川
付
鋤
円
浦
谷
購
購
甘
川
内
千
光
粧
前
庭

三
､
フ
ト
パ
rIタ
イ
ア
マ
モ

A
.b
rev
ifloia



～;
唱
和
和
光
砂
I:村
の
化
..G

コ
ダ
ィ
ア

マ
モ
(
潮
稲
)
に
槻
す
る
考
媒

一､会

二

一
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ダ
ィ
ア

マ
モ
七
郷

の
那
離
仙梯
形



地

球

節
十
五
怨

約

三
批

7(六

二
二

兼
は
長
柏
囲
形
で
通
常

一
〇
乃
至

一
八
輝
､
重
の
両
側
の
肉
纏
が
側
方
へ
岐
鍬
状
に
分
枝
す
る
の
で
'
栗
は
大
小

も
方
向
も
不
揃
を
形
で
密
生
し
､
上
方

へ
は
横
大
L
を

い
｡
葉
の
帽
の
廉

い
の
は
三
､
五
糎
に
も
連
す
る
｡

基
本
標
本

穂
枯
騒
板
野
都
営
川
内
産
(節
11
固
)
(
素
地
錬
)

同
型
標
本

川
内
武
平
氏
､
朝
川
卓
二
氏
所
減

四
､

八
ネ
バ
コ
タ
イ
ア
マ
モ

A
.

pi
nnata

粟
は
披
針
形
で
鞘
々
鈍
頭
､
下
方
の
基
は
著
し
-
小
5.b
-
(長
五
糎
)上
申
の
葉
は
帯
々
同
義
(
二
rTl<粒
内
外
)
で
揃

っ
て
屠
る
の
で
仝
形
精
々
羽
状
に
見
え
る
｡
頂
蕉
薬
は
未
だ
知
ら
れ
な

い
が
有
る
も
の
と
偲
は
れ
る
｡

進
水
標
本

徳
島
脂
美
馬
那
江
原
町
鼎
立
谷
産
pl
(第
∽
閲
)
(
兼
植
)

同
型
機
木

型

北
谷
叩
美
倉
村
黒
川
於
太
郎
氏
'
財
田
村
山
王
朝
乱
石
垣
､
江
原
町
遠
藤
長

1
氏

泉

谷

叩
印

五
､
サ
ガ
バ
コ
ダ
イ
ア
マ
モ

A
.
Ion
gi
fo
tia

薬
は
線
形
で
あ
る
が
大
小
二
形
恕
混
ず
る
｡
大
形
薬
は
幅
三
糖
､
長
三
〇
-
三
五
糎
で
先
鼎
腰
側
方
ほ
少
数
放
生

L
t
其
問
に
小
形
葉
(幅
二
糖
内
外
'
長

7
式
～
二
五
枚
)
を
数
多
間
隼
す
る
｡
是
は
恐
ら
-
精
々
遅
れ
て
敏
速
L
LJ

葉
と
皿
は
れ
る
｡
重
の
下
草
は
未
だ
知
ら
れ
な

い
｡

禁

票

姦

府
泉
南
郡
多
奈
川
瑚
(警

固
)
(
義

)

同
型

標
本

宮
川
内
臓

千
光
院
後
塵

六
､

ヒモ
バ
コ
ダ
イ
ア
マ
モ

A
.
u
ne
a
t

a
･



兼
は
線
形
で
鞘
々
忠
斜
に
葦
か
ら
Ⅲ
で
左
右
大
磯
大
形
にこ
配
列
し
､
上
方
の
基
は
時
に
は
分
枝
す
る
､
下
方
の
葉

は
幅

〇
･
七
糎
t
.q
光
輝
内
外
の
細
長

い
形
で
あ
る
が
上

方
の
基
は
次
節
に
長
大
は
な
-
最
大
幅
二
･.Iii和
､
長
二
74

据
付
迄
に
な
る
｡
令
高
七

〇
地
位
に
も
な
る
ら
し

い
｡

基
本
枠
本

穂
鳥
豚
叔
野
郡
絵
島
村
数
谷
叫
(箪
9
閲
)

､ノ
ー
′

ー
ー
ー
)
)

o

同
型

票

板
東
谷
叩
叩

富

谷
叩
叫
埴
謂

暮

沼

宮
川
内
山

森
敬
介
氏

円H

七
､

コ
バ
ノ
コ
ダ
イ
ア
マ
モ

A
.
mi
n
o
r

某
は
無
-
帥
-
'
輩
の
下
方
で
は
疎
f
L
h
L
t

上
方
で
は
密
鎌
し
､
托
-
聡
遵
し
た
7P
の
で
は
数
次
の
分
枝
を
な
し

多
少
轡
曲
の
庇
生
動
に
す
る
｡
大
形
な
兼
は
幅
二
･
〇
糎
､
長
十
五
鋸
内
外
に
蓮
す
る
が
､
株
に
よ
-
吋
な
み
の
差

が
あ
る
(
姉
12
聞
及
灘

1
間
)｡
某
の
北
端
は
紬
形
の
こ
と
-.梢
反
封
の
昭
文
は
Ⅴ
形
に
近
い
の
も
あ
る
｡
反
舶
形
の

も
の
は
光
が
閃

き
易

い
の
で
開

い
た
形
の
印
蟻
も
見
ら
れ
る
(
第
13
閲
)
此
潤
い
LJ基
の
先
珊
近

い
朗
は
固
形
の
印
舷

の
あ
る
の
は
或
は
此
所
で
肉
砧
が
鞘
竃
に
癒
着
L
y
居
た
か
h
.息
は
し
め
る
｡

基
本
藤
本

徳
島
賦
美
馬
郡
江
原
神
棚
立
谷
産
(
高
給
市
高
野
川
出
張
所
)(
第
12
閲
)

同
型
標
本

江
原
町
申
川

町耶卵
塊
之
江
村
靴
川
谷
昭

徳
島
市
前
田
聖

氏

上
記
以
外
に
銅
ほ
何
組
と
も
決
定
し
粗
忽

5'破
片
的
印
痕
も
あ
る
｡
購
求
明
瞭
を
も
の
が
死
に
樺
山
出
た
怒
ら
げ

程
鞠
も
堺
卸
し
久
は
細
別
せ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
湖
と
m
心
ふ
が
､
現
在
知
ら
れ
た
範
国
内
で
差
骨
身
上
記
の
如
-
分

け
た
の
で
あ
る
｡

･;
光
軸
和
泉

砂
川朴
の
化
ポ

コ
ダ
イ
ア

T･
ヱ

新
桝
リ
ド
酌
す
る
巧
･:iS

六七

二
二7



地

球

弟
十
五
各

節
三
班

六
八

二
四

五
､
系

統

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
に
は
右
に
述
べ
た
戒
は
種
々
夜
形
が
見
ら
れ
る
の
で
.
其
間
の
形
態
的
軍
産
&
.も
考
察
す
る
fJ
と

が
出
凍
る
｡
岡
よ
-
材
料
が
少
-
､
完
全
を
迷
路
は
つ
か
を

い
が
､
先
づ
オ
ホ
バ
コ
ダ
イ
ア
マ
モ
は
笠
が
太
-
背
地

的
屈
曲
h
'固
持
し
､
少
数
の
葉
が
規
則
北
し
-
着
き
､
陸
生
頻
物
に
澱
近

い
原
始
の
形
と
息
は
れ
る
｡
之
か
ら
乗
数

が
著
し
-
樹
加
し
､
上
下
に
よ
る
堂
の
太
n
､
基
の
大
小
の
差
の
次
第
に
著
し

い
浮
力
姿
勢
に
な
っ
て
屠
る
｡
そ
し

て
ヤ

ツ
バ
で
は
上
方
の
葉
が
分
枝
展
開
し
て
著
し
-
大
形
は
な
み
､
フ
ト
.Jl
で
は
側
方
に
分
枝
密
生
し
て
居
る
が
､

バ
ネ
バ
で
は
上
輩
の
葉
が
粕

々
網
状
は
揃
っ
て
屠
る
｡
叉
ナ
ガ
ガ
で
は
線
形
長
大
夜
葉
の
間
は
細
-
充

い
葉
を
混
珪

し
･tJ
居
る
が
､
此
小
形
を
発
に
顛
す
る
も
の
だ
け
散
乱

へ
お
の
が
ヒ
巧
バ
で
あ
る
｡
叉
薬
の
敢
7g
厘
小
夜

コ
バ
は

.1

ネ
バ
む
小
さ
,-

し
側
方
へ
の
分
枝
む
多
-
し
た
戒
を
形
で
あ
る
(
第
七
圃
)

.

帰
飴
の
形
の
葉
が
大

dTJい
朗
か
ら
見
る
と
､
ヒ
モ
rPq
及
び
コ
(.,1
は
基
か
ら
戯
遠
ざ
か
っ
た
形
で
あ
っ
て
､
殊
に
ヒ

モ
パ
の
輩
の
下
草
の
薬
は
今
日
の
ア
マ
モ
'

ス
ガ
巧
の
基
は
似
通
ふ
て
屠
る
｡
然
し
此
間
の
礎
達
に
は
第
三
紀
初
頚

以
後
の
長

い
年
月
を
挟
ん
で
屠
る
か
ら
､
此
等
の
時
代
の
化
石
の
よ
-
知
ら
れ
を

5,内
は
現
代
の
も
の
と
の
形
態
放

び
系
統
の
連
絡
は
分
ら
な

い
.
第
三
紀
の
地
骨
は
我
周
で
も
各
地
は
散
在
し
て
居
hO.か
ら
､
注
意
し
て
見
た
ら
撒
楽

或
は
コ
ダ
イ
ア
マ
モ
の
子
孫
の
印
績
む
見
出
し
得
る
rJ
と
も
あ
る
か
と
m
心
ふ
0

次
に

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
と
同
時
代
の
植
物
で
近
綾
な
も
の
が
あ
る
か
否
か
む
知
る
篤
は
諸
外
聞
の
上
部
白
望
紀
は
就

い
て
見

る
と
､
先
づ
之
に
租
す
る
化
石
は
命
等
の
見

た
文
献
の
範
囲
内
で
は
末
だ
何
鷹
に
7P
知
ら
れ
て
屈
な

い
､
叉



エ
ビ
ア
マ
モ
属
の
化
石
と
云
人
の
も
報
骨
TT,
れ
て
屠
な

い
､
叉
ア
マ
LH
歎
似
の
も
の
と
し
て
欧
米
の
日
報
紀
に
知
ら

れ
て
屠
る
も
の
に
は

A
os叶erites
の
敗
粗
が
あ
る
川
｡然
し
此
等
は
就

き
文
献
で
見
た
所
で
は
t.
只
並
行
脈
を
有
す
る

細
長

い
葉
の
挿
片
だ
け
で
あ
っ
tJ
P
必
ず
し
も
ア
ヤ
屯
に
近
縁
の
も
の
と
断
言
す
る
rJ
と
は
出
水
を

い
｡ー
海
生
の
顕

花
鵜
物
が
溢
底
で
化
石
す
る
の
在
ら
ば
今
少
し
完
全
在
も
の
LP
少
-
と
7P
鞘
葛
と
肉
穂
と
が
見
番
っ
て
も
よ

い
薯
で

あ
る
が
.
殆
ど
栗
の
砕
片
だ
け
で
あ
っ
て
属
の
特
徴
が
現
ほ
れ
て
居
な

い
｡
の
み
在
ら
ず
種
々
を
陸
捷
植
物
の
基
と

一
所
に
出
る
所
か
ら

見
る
と
､
或
は
淡
水
又
は
陸
技
の
並
行
脈
を
有
す
る
薬
が
河
か
ら
押
流
さ
れ
て
海
底
に
止
っ
た

も
の
と
;
心
は
れ
る
｡
銅
ほ

コ
ダ
イ
ア
マ
屯
の
印
痕
で
は
葉
脈
む
匿
別
す
る
乙
と
は
出
来
な

い
の
は

Z
oste
rites
で
は

明
瞭
に
過
&
J
る
枠
で
あ
る
｡
其
他
用
は
之
に
近
縁
を
も
の
で

P
o
s
i
d
o
n
ia
､
C
a
u
lin
ite
s.
T
h
a
la
sso
ch
ari
S

等
と
云

ふ
化
石
印
痕
79
知
ら
れ
て
居
る
が
､

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
と
は
寓
按
の
闘
係
が
な

い
か
ら
鉱
に
は
省
略
す
る
｡

要
す
る
に

ア
マ
モ
に
瓶
す
る
化
石
は
少
-
iu
も
白
壁
配
に
は
末
だ
欧
米
諮
問
に
は
な

い
75｡
の
と
見
放
し
て
よ

い
'
そ
し
て
ア
マ

モ
と

エ
ビ
ア
マ
モ
と
は
旧
字
突
刺
の
内
で
も
特
に
似
寄
っ
て
黙
か
も
他
の
属
と
異
な
る

1
群

の
植
物
で
あ
っ
て
t

L
o

tzy
氏
の
如

き
は
此
二
嵐
を
合
し
て
ア
マ
モ
科
む

立
て
J
屠
る
M
t
A
bram
s
氏
79
同
様
で
あ
る
M
｡

況
ん
や
此

二

属
の
配
光
と
児
槻
す
べ
き

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
属
が
今

知
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
､
此
嵐
を
も
合
し
て
ア
マ
モ
科
を
分

立
す
る
の
は
決
し
て
ホ
自
然
な
乙
と
で
は
な

い
｡
そ
し
て

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
科
に
は
樺
山
の
種
板
が
あ
-
其
の
原
始
的

な
形
は
陸
産
植
物
に
近

い
期
か
ら
見
る
と
.
賂
凍
同
種
夜
も
の
が
他
地
方
に
見
出
さ
れ
な

い
以
上
は
'
此

の
脱
胎

形

が
甘
利
泉
砂
岩
層
が
今

の
瀬
戸
内
海
の
様
を
入
江
NLJな
し
て
屠

っ
た
時
代
に
､
海
に
入
っ
て
海
軍
と
な
っ

た
も
の
と

考

へ
る
こ
と
が
出
凍
る
｡
L
otzy

氏
は
ア
マ
モ
科
を
ア
メ
-
カ
の
韻
地
に
生

へ
て
屠
る

Lilaea(通
常
芝
菜
科
に
入

日

r=.鮮
紅
和
泉
砂
山.k･の
化
.G

コ
ダ
イ
ア

マ
モ
(
新
糾
)
に
的
す
る
考
雛

六
九

二
五
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線

節
十
五
怨

節

三
班

T
<
O

二
六

れ
ら
れ
で
あ
る
)
か
ら
導
か
う
と
し
で
居
る
が

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
が
知
ら
れ
た
以
上
は
此
の
考
は
妥
皆
で
は
覆
い
.
其

形
態
的
解
徽
79_濃
に
躍
っ
て
屠
る
｡

ア
マ
モ
､

エ
ビ
ア
マ
モ
は
既
は
述
べ
た
様
は
悦
子
薬
科
と
共
に
沼
生
植
物
目
は
入
れ
ら
れ
て
あ
-
､
招
生
鵜
物
日

は
双
子
北
東
物
の
多
心
皮
目
か
ら
導
か
れ
た
棟
は
想
像
さ
れ
て
居
る
が
.

コ
ダ
イ
ア
t･
モ
園
で
知
ら
れ
る
櫨
に
､
ア

マ
モ
秤
の
刺
先
は
肉
砲
と
鞘
苛
と
を
且

へ
て
形
態
の
極
め
て
胆
硝
安
植
物
で
あ
る
｡
本
溌
肉
穂
h
T.1在
し
て
居
る
花
序

は
多
-
は
系
統
が
+I
-
花
が
箇
;:%
で
あ
る
O
且
つ
多
数
の
茂
が
成
長
鮎
に
密
集
す
る
も
の
は
.
菊
利
や
鰍
形
科
の
棟

な
系
統
の
先
端
を
な
し
肉
触

と
な
ru
氾
も
の
で
79
.著
し
-
構
造
が
簡
略
は
せ
ら
る
!
傾
向
が
あ
る
ー
況
ん
や
原
始
的

な
鞘
巷
目
に
於
で
は
殊
は
左
様
で
あ
る
｡
を

れ
で
例

へ
ば
天
商
理
科
は
就
て
は

E
n
g
te
r
代
は
此
科
は
花
の
構
造
よ

-
は
却
〆J
常
春
器
廿
の
塾
化
は
塞

き
を
置

い
て
分
類
し
夜
け
れ
ば
な
ら
田
と
云
ふ
た
位
で
あ
る
叩
｡
況
ん
や
鞘
巷
biiii

の
異
な
る
秤
の
間
の
異
同
を
比
較
し
ょ
う
と
す
る
場
合
等
に
は
花
の
構
造
に
の
み
発

き
む
揖
-
乙
と
は
出
凍
な

い
｡

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
は
花
の
構
造
は
未
だ
金
-
不
明
で
あ
る
｡
然
し
現
代
の
エ
ビ
ア
ヤ
苛
の
様
に
雌
雄
別
棟
の
も
の
と

は
考

へ
ら
机
な

い
､
何
と
な
れ
ば
老
熟
し
た
も
の
は
菅

一
成
は
発
達
し
た
肉
砧
印
痕
む
あ
ら
は
す
か
ら
で
あ
る
｡
又

内
船
の
下
方
が
雌
花
､
上
方
が
雄
花
､
或
は
各
節
交
互
に
畔
雄
花
を
鐘
ず
る
79
の
と
も
考

へ
ら
れ
覆

い
､
そ
れ
は
次

々
の
鱗
片
が
皆

7
様
に
よ
-
磯
連
す
る
か
ら
で
あ
る
O
斯
-
考

へ
る
と
肉
穂
の
各
節
に
畔
雄
花
が
共
存
し
た
も
の
と

考

へ
る
方
が
適
齢
で
あ
る
｡
此
鮎
で
は
却
っ
て
,b

ユ
ロ
科
等
の
原
始
的
な
儀
に
顛
似
す
る
瓢
が
多

い
横
で
あ
る
｡
勿

論
花
の
牲
別
は
同

一
科
内
で
も
種
々
異
在
る
7P
の
で
あ
る
か
ら
､
系
統
を
大
別
す
る
時
に
は
必
ず
し
79
有
力
を
標
準

と
は
な
し
程
孜

570



期
成
に
考

へ
て
後
は
鞘
蛍
と
由
租
と
を
典

へ
て
形
態
の
簡
異
な
植
物
と
牧
山
し
て
見
る
と
天
南
埴
科
殊
に
其
内
の

p

oth
os.

Poth
oidium
,
A
corus､
G
y
m
nost
ach
ys椋
梱
科
ア
ダ
ン
科
ミ
ク
-
科
ガ

マ
科
等
が
あ
る
｡

此
等
は
所

謂
戯
義

の鞘
境
目

(
W
ettstein
的
､
W
a
r
m

in
g
州
,
Le

tZy
川
)

は
入
る
も
の
で
あ
る
｡
E
n
gl
er
氏
は

ア

マ
モ

贋
は
肉
穂
と
賄
蒐
と
を
具

へ
･る
の
で
天
南
毘
科
に
最

近
い
も
の
と
車
-
か
ら
主
張
し
て
居
っ
た

M
｡
然
し
天
国
盈
秤

の
み
在
ら
ず
､
鞘
電
日
の
各
科
に
は

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
と
骨
多
少
の
瓶
似
が
あ
る
｡
侃
し
肉
穂
が
背
腹
性
を
得
て
其

一

側
丈
け
ほ
花
T{Lj附
す
る
も
の
は
ア
ヤ
竜
科
以
外
に
は
な

い
｡
天
歯
根
杵
の
ぞ
フ
ス
ビ
シ
ヤ
ク

S
p
a
th
ic
arpa
等
は
肉

穂
が
鞘
包
と
癒
合
し
た
為
は
自
然
に
其
嘘
介
し
な

い
側
だ
け
は
龍
が
形
成
さ
れ
る
が
'
此
等
は
垂
-
成
立
の
由
雄
を

異
に
し
て
居
る
｡

1i
本
立
の
自
由
な
肉
穂
で
背
腹
性
を
具

へ
た
7?
の
は
ア
三

和
だ
け
で
あ
る
｡
此
鮎
か
ら
見
る
U

ア
マ
モ
科
は
風
光
時
代
か
ら
既
に
他
の
鞘
巷
日
の
渚
科
と
対
立
す
る
史
け
の
特
色
あ
る
資
格
を
具

へ
ね

1i
群
と
見

倣

す
こ
と
が
出
凍
る
｡

荷
は
形
態
的
に
見
た
菅
養
枚
は
横
に
旬
っ
tJ
地
下
葦
と
夜
み
､
共
か
ら
左
右
に
出
る
枝
修
は
本
氷
蕉
殖
枚
で
､
脱

胎
的
な
種
粗
で
は
其
下
葉
迄
肉
穂
隆
起
を
礁
達
さ
せ
る
鮎
も

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
の
韮
要
を
特
徴
と
見
放
し
で
も
よ

い
｡

‖
止

は
恐
ら
-
其
斜
光
が
凝
塊
蕉
清
に
人
づ
て
か
ら
得
た
性
質
で
あ
ら
う
｡
せ
た
戯
義
の
鞘
琶
日
は
多
元
な
も
の
で
は

な
く
矢
張
単
子
葉
植
物
の

li
大
群
を
な
し
て
屠
る
も
の
で
､
且
つ
多
心
皮
目
か
ら
導
か
れ
た
.沼
枠
種
物
日
の

一
群
と

封
立
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡
絹

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
で
龍
が
顕
著
で
覆

い
鮎
は
恐
ら
-
花
が
ガ

マ
､
ミ
ク
-
等
の
様
に
小

形
簡
単
な
こ
と
に
も
由
る
も
の
と
瓜
は
れ
る
G

北
渥
道
の
上
部
白
壁
紀
に
は
既
に

C
r
e
t
o
v
a
r
iu
m

が
見
出
さ
れ
て
居
わ
的
㈹
之
は
ユ
リ
聖
の
子
房
を
且

へ
て
屠

･E
.･･北,紀
和
流
砂
川村･
の
化
ポ

コ
ダ
イ
ア
Y

tP
(
新
和
)

に
捌
す
る
考
妹

董

二
七
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.

る
､
7LJし
て
比
.j
多
心
正
目
か
ら
埠
か
jt
㌘

)
と
が
聖

J
あ
る
か
ら
､
I｡
部
〓
'::;+i;紅
に
け
多
心
皮
目
か
ら
も
靴
笹
口

か
ら
76
別
々
に
炎
止
し
た
稚
々
･L:,i::ii小葉
机
物
が
既
に
あ
っ
LJ
rJ
と
は
●ム
人
道
も
な

い
0

妨 人

GiZ1.り】×′t
損Wスガ モ 約13SP和也 R地 7{五●

粧
す
る
に
ア
マ
モ

利
は
多
心
皮
目
か
ら

導
か
れ
LJ
も
の
tV.J
は

な

い
､
旧
す
薬
科
の

内
の
ヒ
ル
ム

シ
p

屈

等
も
失
批

-
川
機
で

あ
ら
う
し

W

a
r
m
i･

n
g

･写
..,b
iu
s
氏
は
ア

マ
モ
は
ヒ
ル

ム

シ

ロ

か
ら
容
易
に

･3

-
rJ

と
が
〓
氷
る
と
.:H
U

Chr.vsler氏
も
川
じ

意
見
の
成
で
あ
る

が

M

ア

マ
モ
の
利
光
が

陸
代
納
物
に
紅

い
弼



で
あ
る
以

上
は

､却っ
て
ヒ
ル

ム
シ

-

コ

ダ

イ
ア
7
-

利

光

叉
は
其
近
縁
の

-

か
ら

埠
-
方
が
窓

等

あ

る
｡

一
方
は
梅

は
入

･-
コ
ダ

イ
ア
-

に
-

嘉

は

其前
後
に

分

れ

て

牛
離
水
及

蒜

水

に
分
布
し
雷

の
で

あ

ら
う
0

上

部
白
岩

の

笠
基
植
物
で
コ

ダ
イ
ア
-

底
の
接
は
同
所
注
樺
昆

っ
て
出
で
､
其
形
罷

庫
選
の

よ
-
め

か

る
畠

は
な

い
､

莞

必
寄

る
造

墓

活
か
ら
泥
水
筈

と

い
姦

讐

著
し

い
轡
化
に
勤
し
で

-
適
臆

し
､
曝
形
が
急
追

っ
た
輔
と
､
水
等

其
倦
よ
-
保
存
せ
ら

紅
軍
事
に
由

る
の
で
あ
る
｡

然
し
其
後
ア
…

属
と

エ
ビ
…

還

と
に
分
化
し
､
ア
マ
-

天
眼
-

ダ
イ
ア
マ
-

同
じ
-
砂
泥

中
に
地

下
警

句
は
し
て
居
る
が

言

ア
…

属
の
畠

は
短
縮
し
た
凧
墓

で
聖

杯
の
岩
讐

附
肴
し
て
屠
る
(筑
入
間

)?
斯
様
安
静
連
は
何
時
代

に
讐

た
か
､
誉

ダ
イ
ア
マ
芸

簡
揮
-

か
ら
今

-

穿

繊

細
-

常

琴
蒜

-

禁

､
葦

の
構
管

異
な
る
ア
ヤ
巧
､

ス
ガ
迄

の
礎
蓮
は
､
形
態
撃
的
に
足

痕
撃

的
に
も
､

赤

痢
-
進
化
と

い
意

地
か
ら
し
て
も

敢
典
昧
洗
い
考
察
の

資

料
で
あ
ら
う
｡

六

t

分

布

と

生

態

芸

イ
ア
:

の
嘉

禦

箆

的

ほ
ど
-

分
布
-

-

る
か
ば
未

だ
明

で
な

い
が
.
地

方
的
に
見
宣

布

匿

域

に
は
鞘
～
定
-1
･ia
あ
る
｡

左
に
之
-

写

る

0
裂

砂
岩
健

の
-

圭

'
西
方

等

ほ
し
品

す
る
と

オ

ホ
ご

ダ

イ
ア
…

魚

苗

香

東

川

上

流

ヤ
ク
ご

ダ

イ
ア
芸

妓

有

宮

川

Tl=

谷

･;

湖
和
利

凍

砂
･:G
の
化
警

ダ

イ
ア
マ

三

漸

聖
に

捌
す
る
巧

坊

3=J.
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一
~

-
ノ

猪-
-

■-■---

{
-

･･-.

浦

之

別

子

姉
.''7山

内

谷i:-?
Ti;.I,

内

容
池谷

7
怨

三
〇

豚

芸

は
分

布
低
域
が
だ

購

大
ru
s

る
こ
と

ふ

ふ
が
､
兎
は

殉
稽
数
に

よ
基

布
の
宏

が

あ

み
､
四
囲
に

は
あ

っ
言

霊

迄
達
し
-

も
の
-

-1
･
叉
西
方
鼎
芸

別
子
谷
附

近
ほ
雷

限
ら
れ
る

コ
芸

如

き
怠

る
0

和
蕊

岩
は
西
方
伊
警

で
紙
-
が
,
讃
岐
讐

荒

財
田
村
以
西

に
は
求
芝

-

す
る
-

晶

か
な

い
0

誇

コ
ガ
イ
ア
マ
遠

雷

状
況
-

察
す
る
と
､
現
代
の
海
軍
で
品

海
水
に
堪

へ
る
畠

は
此
鞍
的
少
く
,

R
u
p
p

i
a

至

で
為

永
竺

二

C
艶
に
す
る
と
誓

れ
､
多
-
の
露

管

は
反
射
笑

抵
は
川
口
完

へ
文

江
の
牢
禁

の
朋
は
よ
-
-

す
る
-

で
あ
る
が
叩
,

コ
ダ
イ
ア
マ
芸

様
蒜

笑

-

芸

濃

は

窟

淡

水
の
多

箭

是

蕗

-

と
ぼ

れ
る
｡

和
泉
砂
岩
の
砂
の
釜

か
ら
掌

丑

に
は
大

き
い
河
流
が
洗

い
で
居

っ
完

が
想
像
孟

る
○

そ
し
孟

地
方
に
於
け
る
コ
ダ
イ
ア
マ
芸

窓

は

義

で
は
-

･
所
に
よ
基

骨
は

多
-
産
出
す
る
所
と
P
r-

で
夜

品

と
が
あ
る
0

-

ど
は
或
は
其
の
-

の
川
岩

配
讐

入
江
の
形
至

と

闘
係
し
芸

で
は
な

い
か
と
恩
は
れ
る
｡
叉
和
泉
砂
岩
は
薄

-

窟

-

じ
窟

暦
砂
岩
で
あ

っ
て
､
土
地
の
昇

降
げ
か
雷

あ

っ

宗
､

斯
様-

地
の
露

は
際
し
阿
品

雷

撃

が
草
柴

か
ら
成
る
語

の
新
天
地
は
進

入
し
漸
蒜
中
に
適
臆
し
-

の

で
あ
ら
う
｡
そ
し
て
渥
申
-

ほ
堪

へ
-

右

催
件
は
外
形
よ
-

先
づ
耐
頗



性
で
あ
っ
L,解
が
わ
か
る
｡
刺
放
ル
岩
は
前
に
も
述
べ
た
沌
-
.-;
ガ
仰
強
ま
で
細

い
/し
居
-
久
別
1こ
伊
粒
の
i+
御
･.3

十
佐
の
中
村
地
方
に
も
川
時
代
の
聖

〃
が
あ
る
が
仰
･g
:ガ
ど
の
遊
9
<
で

n
ダ
イ
ア
…

お
産
す
る
か
は
桝
で
な

い
'

あ
る

に
し
て
も
次
第
に
減
少
す
る
,1I
の
ら
し

い
'
そ
し
て
‖穿

ど
は
外
洋
に
荘

い
柏
芥

の
多

･蒜

で
あ
っ
た
鵬
係

に

由
る
の
か

も
知
れ
な

い
｡

Lt,' 九 l･'_i.71

ヒモパ コダ イア -モの幼llT(×÷ )

C
=:1
紀

か
･決
秒
･:+,･
の
化
:L=
コ
〆
イ
ア

マ
モ
へ
瀬
林
)
に
約
十
る
タ
然

･3
ほ

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
の
狩
川
の
枝
帳
が

一
朗
に
印
紙

を
LJ
L
/し
屠
る
も
の
(
節
12
凶
及
節
丸
岡
並
拾
十
t
)
で

ば
炎
等
が
竹
同

';
稲
概
に
施
し
北
つ
此
-こ
幣
け
れ
ば
洗

い
'
老
成
し
た
も
の
は
老
成
し
た
も
の
だ
け
と
共
稔
育

の
耕

･.ij
が
<･;
揃
っ
て
居
ろ

｡此
加
は
1.t
々
に
稀
々
花
川

iL蕗

へ

ろ

｡
北
づ
節

-)
に
わ
か
る
rJ
と
は

コ
ゲ
イ
ア
マ

モ
も
人
｣
日
の
ア
マ
モ
'
ス
ガ

･H
同
様
旺
傭
Lt
錐
ff
>
.Lj

し
て
i
a
た
こ
と
で
あ
る
Q
節
二
に
此
等
の
穐
瓶
は
展
縄

.3
稚
せ
ず
川
和
漁
だ
け
で
純
藩
を
.な
し
た
も
の
と
推
･.㍗

さ
れ
る
｡
此
純
落
形
成
は
偶
然
と

い
ふ
よ
-
は
恐
ら
-

地形
'

水
托
､

水
門
殊
に
繊
度

､

ヒ
粥
等
に
支
配
せ
ら

it
て
些

止
し
た
も
の
と

〓心は
れ
る
｡

谷
川
港
附
近
か
ら

維
兆
し
た
オ
ホ
.ハ
コ
〆
イ
ア
マ
モ
の
新

い
形
の
も
の
に

一
ル
ル

ェ
】



韓
十
'{
:せ

耶

'-.
･tXコJl-ノコダ イアマモの印蛇 (爺IJJ敬称IJlq.嶺之71r_

材別 (･芥il,J一犠)(l上世は-栄)

T
4
六

三
二

頂
作
度
と

除
-
下
部
の
何
れ
の
兼
も

令
.1-5-r
鎖
鎌
を
附
耕
し
て
居
る
の
が
あ

I(･.
此
頚
は
原
始
的
を
種
類
は
'
淡

水
の
多

:･水
の
動
か
を

5'梅
-
繕

い

入
江
に
作

へ
'
時
に
は
銭

trt
ク
テ
リ

ヤ
父
は
並
酸
化
銀
の
多

い
水
を
受
け

て
紫
而

一
倍
に
銭
傍
で
被
は
れ
た
も

の
も
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
｡
節

三
に
は
稚
喉
の
教
育
は
季
節
の
影
響

を
受
け
'

一
定
の
時
期
ーこ
骨
揃
っ
て

教
育
す
る
と

い
ふ
､
今
日
の
ア
マ
モ

ス

ガ
モ
に
も
見
ら
れ
る
泡
櫛
的
な
環

境
に
支
配
せ
ら
れ
劫
::符
的
な
.<
規
則

不
揃
If
離
育
･>･,'化
し
て
居
な
か
っ
た
rJ
と
>
.L1..%
し
て
放
る
｡
即
ち
和
泉
砂
川釘
の
入
江
は
其
常
時
熱
僻
よ
り
は
尊
ろ
渦

批W
に
近

い
気
帳
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
と

.

推
察
す
る
こ
と
が
山
祭
る
｡
和
泉
栖
岩
か
ら
は
珊
瑚
海
の
化
小
も
Hj
る
か
ら

現
代
よ
-
は
曝

い
も
の
と
兄
似
r
,
れ
て
居
る
が
､
然
し
暇
-
と
も
今
日
の
ア
マ
モ
展
の
楢
隈
を
な
す
琉
球
本
･i?
(
衣

飾
参
:照
)
あ
LJ
か
迄
の
気
帳
を
越
え
キ

い
も
の
と
‖
心
は
れ
る
｡



七

ア
マ
モ
科
の
分
布

ア
マ
モ
屈
申
ア
々
毛
並
属
及

コ
ア
マ
モ

正
風
は
北
牛
球
で
は
ア
メ
-
カ
に
後
者
を
除
-
以
外
虎
-
分
布
し
て
屠
る

然
し
商
卒
球
に
は
コ
ア
マ
モ
蛮
風
し
か
を

い
｡
我
邦
に
は
ヒ
ロ
バ
ノ
ア
マ
モ
､
ア
マ
モ
､
n
ア
マ
モ
の
三
種
が
あ
る
｡
ヒ

ロ
rrJl
ノ
ア
マ
モ

Z
ostera
tatifotia
は

従
来
千
島
に
知
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
'
北
海
道
十
勝
問
湧
洞
招
附
近

悪
で
分
布
す
る
fJ
と
が
北
毎
道
水
産
試
愉
場
根
室
支
場
田
中
氏
の
好
意
に
ょ
む
明
か
に
在
っ
た
｡
ア
マ
モ
は
北
は
樺

太
か
ら
北
梅
道
､
南
限
は
四
囲
､
九
州
で
土
佐
や
此
見
島
で
は
其
の
所
在
は
至
っ
て
局
限
せ
ら
れ
る
｡
(
坂
口
氏
琉
球

の
植
物
日
銀
及
び
O
sten
fetd
氏
の
分
布
図
に
酉
衷
島
の
記
錐
が
あ
る
が
'
西
表
島
に
は
ァ
マ
毛
は
在
-
､
只
ク
ミ

シ
ョ
ウ
ブ
の
み
で
あ
る
故
に
恐
ら
く
ク
ミ
シ
ョ
ウ
ブ
の
誤
解
で
あ
ら
う
)
｡

コ
ア
マ
巧
は
北
海
道
釧
路
の
厚
岸
か
ら
琉

球
本
島
は
蓮
し
て
屠
る
｡
従
氷
の
記
載
で
は
姦
智
打
狗
攻
で
あ
る
事
に
な
る
が
'
琉
球
西
表
島
並
に
姦
轡
の
も
の
は

山
見
瓶
似
す
る
が
著
者
の
調
査
し
た
独
英
は
ア
マ
モ
鷹
以
外
の
も
の
で
あ
る
｡
此
輩
に
就

い
て
は
他
=
報
曾
し
た
い

と
揖
ふ
｡

エ
ビ
ア
マ
屯
魔
に
は
三
縄
あ
ゎ
､
凡
て
北
草
球
大
卒
洋
岸
だ
け
に
分
布
し
.
北
方
に
は
共
通
礁
'
南
方
で

は
両
岸
其
の
種
軸
を
異
は
す
る
｡
此
内

ス
ガ
竜
は
北
米
太
平
洋
側
で
は
英
簡

コ
ロ
ン
ビ
ヤ
か
ら
カ
-
フ
ォ
ル

ニ
ヤ
ほ

達
し
前
者
よ
｡
小
形
在

P
h
y
llosp
a
d
ix
T
o
Tre
y
i.

は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
か
ら

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
附
近
ほ
限
ら
れ

る

ぶ
｡

我
刷
で
も

ス
ガ
毛
は
本
土
の
北
部
即
ち
岩
手
秋
円
か
ら
北
海
道
千
島
樺
太
に
あ
か
､
前
者
よ
む
も
小
形
を

エ
ビ
ア
マ
モ
は
表
日
本
で
は
志
塵
か
ら
安
静
の
海
岸
に
達
し
二
逝
日
本
で
は
封
掲
皮
石
見
の
海
岸
か
ら
三
岡
ま
で
知

ら
れ
て
屠
る
｡
此
等
諾
地
方
が
貴
潮
圏
内
は
あ
る
こ
と
は
牧
野
氏
の
既

に
運
べ
LJ
朗
で
あ
る
糾
｡
潮
流
の
方
向
は
白

n
l収#
如
和
光
砂
州打
の
牝
前

コ
ダ
イ
ア
で
又

新
柄
)

に
脚
す
る
窄
第

品

七

三
三



地

球

節
十
五
啓

祷
三
鎗

1
,i
.八

三
脱

窒
紀
以
来
如
何
な
る
鼻
蓮
を
し
て
居
る
か
は
明
で
な

い
が
ー
著
し
其
皆
時
か
ら
現
代
の
状
態
は
似
て
屠
る
も
の
と
ず

る
と
P
我
国
か
ら
太
平
洋
の
彼
岸

へ
分
和
し
大
事
は
最
自
然
老
成
行
で
あ
る
O

Ostenfe
ld
氏
は
コ
ア
マ
巧
が
南
北
両
狐
昔
に
分
布
し
て
居
る
事
か
ら
し
て
､
ア
マ
モ
魔
の
風
光
は
菅
熱
帯
に
微

塵
し
英
か
ら
甫
北
南
寧
球

へ
分
布
し
た
も
の
と
想
像
し
た
糾
｡
飴
し
熱
帯
は
教
生

した
も
の
を
ら
ば
､
其
子
孫
の
或

も
の
は
他
の
多
-
の
海
蛍
水
準
の
様
に
熱
帯
は
79
報
っ
て
居
で
も
甘
い
筈
で
あ
る
が
､
･ア
マ
モ
科
の
も
の
は
凡
て
温

帯
か
ら
冷
昔
だ
け
に
捗
っ
て
居
る
O
S
etschel
氏
は
叉
反
封
は
､
現
代
の
ア
マ
モ
'
ス
ガ
竜
が
其
壁
育
し
柑
る
水
温

は

一
定
隈
の
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
､
ア
マ
モ
瓶
は
南
叉
は
北
の
温
帯
に
教
生
し
た
も
の
と
考

へ
て
居
る
何
.
尭
は
最

自
然
な
考
芳
で
あ
る
が
'
斯
-
す
る
と

南
地
帯
に
は
只

コ
ア
マ
モ
亜
属
だ
け
が
あ
る
の
ほ
､
北
混
背
に
は
ア
マ
モ
､

コ
ア
マ
モ
爾
並
屈
が
あ
る
の
み
な
ら
ず

エ
ビ
ア
マ
卑
属
も
あ
る
か
ら
'
現
代
の
分
布
か
ら
鬼
千
も
北
温
帯
を
原
産
地

と
見
放
す
方
が
造
か
に
確
ら
し

い
の
で
あ
る
が
p
其
上

コ
ダ
イ
ア
ヤ
竜
が
今
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
'
ア
マ
モ
科

の
観
光
が
太
平
洋
の
北
通
辞
に
敬
し
た
も
の
と
見
倣
す
方
が
妥
歯
で
あ
る
｡
そ
し
て
コ
ア
マ
屯
が
南
温
櫛
は
753
分
布

す
る
乙
と
は
恩
其
の
他
の
媒
介
は
よ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
｡
Setsch
el
氏
は
ア

マモの
基
質
の
泥
の
中
に
押
寄
せ
ら

れ
た
も
の
が
､
春
鴫
や
鷲
鳥
に
嘱
ま
れ
噴
嚢
を
満
し

て居
る
こ
と
を
鬼
で
居
る
㈲
O

.
ァ
マ
竜
は
北
渦
昔
の
太
平
'
大
西
両
群
岸
に
分
布
L
t

コ
ア
マ
モ
は
南
洋
の
硝
北
南
温
帯
は
分
布
し
て
居
る
が
只

並
水
利
加
の
開
側
に
を

い
乙
と
は
分
布
の
不
同
な
こ
と
堅
訳
し
て
居
る
O

ア
マ
モ
の
太
平
洋
か
ら
大
西
洋
は
入
っ
た

乙
と
は
就

い
て
は
､
A
s
c
h
e
r
s
o
n
氏
は
ア
マ
モ
が
現
今

北
氷
洋
に
見
出
さ
れ
な

い
乙
と
か
ら
し
て
ー
明
か
を
意
見
を

述
べ
で
盾
な

い
が
M

Ostenfeld
氏
は
北
氷
洋
を
通
過
し
た
も
の
と
見
放
し
て
屠
る
糾
､
是

は
此
等
の
積
数
の
出

葺

･1
-
!
1-･･･.-I--I
--=
･-
･--･1-
A-･--･･.･I
I-

-lIr･･--･-･～
･II･I･･-I.I-
･-r"



兼
ね
後
の
事
で
あ
る
か
ら
､

恐
ら
-
姉
三
配
の
継
父
は
第
四
紀
に
在
っ
て
か
ら
の
部
で
あ
ら
う
｡

又
両
氏
北
ハ
ア
マ

モ
､

コ
ア
マ
モ
が
地
中
悔
以
兼
に
入
っ
た
の
は
',,h
ブ
ラ
γ
タ

ル
の
梅
峡
が
開
け
た
後
と
見
放
し
て
屠
る
㈹
'
何
れ
に

も
せ
よ
太
平
洋
の
原
産
地
た
る
乙
と
は

一
般
に
懲
め
ら
れ
て
屠
る
期
で
あ
る
.
罫
に
ア
マ
モ
屈
の
み
な
ら
ず

C
y
m
･

odocea,P
o
sid
onia
其
他
の
海
草
概
の
分
布
に
も
､

例

へ
ば
濠
洲
と
地
中
海
又
は
太
平
洋
と
カ

リ
ビ
ア
ン
梅
と

い

ふ
様
は
懸
け
離
れ
た
地
方
に
分
布
し
て
居
る
も
の
が
多

い
が
'
原
産
地
の
太
平
洋
叉
は
印
度
洋
で
あ
る
乙
と
は
旋
は

れ
で
居
な

い
｡
斯
様
を
隔
離
し
た
分
布
は
現
在
の
大
陸
地
形
で
は
説
明
す
る
こ
と
が
出
凍
ず
'
カ
-
ビ
ワ
ン
海
の
も

の
に
就

い
て
は

O
st
enfe1.d
氏
は
.'Jt
ナ
マ
地
峡
が
海
峡
を
な
し
て
居
た
時
代
を
想
像
し
て
居
る
｡
然
し

W

e
g
e
n
er

氏
岬
の
大
陸
移
動
説
に
ょ
る
白
望
紀
以
後
の
状
態
が
今
少
し
詳
し
-
わ
か
っ
た
怒
ら
ば
'
或
は
パ
ナ
マ
の
地
慨
1こ
担

化
が
な
く
と
も

.E
層
容
易
は
今
日
の
分
布
を
解
押
し
得
る
の
で
は
在

い
か
と
皿
ふ
｡

八､

摘

要

山
p
上
部
白
望
紀
和
泉
砂
岩
の
中
に
あ
る

ブ
ユ
ー
コ
イ
ド
'
ア
ヤ
メ
イ
シ
等
と
呼
ば
れ
て
屠
る
植
物
印
痕
は
水
銀
顕

花
植
物
で
あ
る
｡

二
'
此
植
物
は
肉
地
の
鞘
電
光
に
包
恐
れ
た
状
態
､
肉
砧
及
地
下
茎
の
分
枝
な
ど
か
ら
見

て'
ア
マ
竜
屠
及
エ
ビ
ア

マ
モ
贋
の
脱
党
と
見
放
す
べ
q
Jも
の
で
あ
る
か
ら
'
之
を

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
属

A
r
cheozostera
と
命
名
し
た
｡

三
､

コ
ダ
イ
ア
マ
モ
の
主
要
な
特
徴
は
肉
砧
印
痕
で
あ
る
'
是
は
鞘
葛
葉
か
ら
腰
焦
し
た
肉
地
上
に

1i
列
穫
克
状
は

配
列
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